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第１章　総　　　　則

第１条　本専門職大学院は、学問の自由とキリスト教的精神とを
尊重して、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が
求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培う
ことを目的とする。
第２条　本専門職大学院は、教育研究水準の向上を図り、本専門
職大学院の目的及び社会的使命を達成するため、文部科学大臣
の定めるところにより、教育研究活動等の状況について自ら点
検及び評価を行い、その結果を公表する。
２　点検及び評価に関する規程は、別に定める。
３　本専門職大学院は、第１項の点検及び評価の結果について、
政令で定める期間ごとに、文部科学大臣の認証を受けた者によ
る評価を受けるものとする。
第３条　本専門職大学院の課程は、専門職学位課程とする。

第２章　研究科の組織及び修業年限

第４条　本専門職大学院の各研究科に次の専攻を置く。
　　司法研究科　　　　　　　　　法務専攻
　　ビジネス研究科　　　　　　　ビジネス専攻
第５条　司法研究科に関する事項は、法科大学院学則として別
にこれを定める。
第６条　本専門職大学院においては、夜間その他特定の時間に
おいて授業等を行うことができる。
第７条　専門職学位課程の標準修業年限は、２年とする。
２　前項の規定にかかわらず、主として実務の経験を有する者に
対しては当該研究科の定めるところにより、１年以上２年未満
の期間とすることができる。
３　前２項の規定にかかわらず、職業を有しているなどの事情に
より、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に本専
門職大学院の教育課程を履修し修了することを希望する旨を申
し出た者に対しては、当該研究科の定めるところにより、その
履修を４年まで認めることができる。
４　第 25 条の規定により転入学を許可された転入学生の修業年
限は、前３項に基づき当該研究科教授会の審議を経て決定する。
第８条　本課程に４年を超えて在学することを認めない。
２　第 25 条の規定により転入学を許可された転入学生の在学年
限は、前項に基づき当該研究科教授会の審議を経て決定する。

第３章　授業科目、履修方法及び教育方法の特例

第９条　本専門職大学院における授業科目、履修方法等は、別
表Ⅱにおいてこれを定める。授業科目の単位数は、１単位の授
業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成するこ
とを標準とし、授業の方法に応じ、次の基準による。
　（1）　�講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範

囲で本専門職大学院が定める時間の授業をもって１単位
とする。

　（2）　�実験及び実習については、30 時間から 45 時間までの範
囲で本専門職大学院が定める時間の授業をもって１単位

とする。
　（3）　�第１号に規定する授業の方法と前号に規定する授業の方

法を併用する場合の単位数の基準は、前２号に規定する
基準を考慮して本専門職大学院が定める。

２　本専門職大学院は、文部科学大臣が別に定めるところによ
り、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授
業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。
３　本専門職大学院は、第１項の授業を、外国において履修させ
ることができる。前項の規定により、多様なメディアを高度に
利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合
についても、同様とする。
第 10 条　本専門職大学院は、学生が１年間又は１学期に履修科
目として登録することができる単位数の上限を定めるものとす
る。
第 11 条　本専門職大学院学生は、別に定める他の大学大学院に
おいて当該大学大学院の授業科目を履修することができる。
２　前項の規定により履修した授業科目について単位を修得した
者には、各研究科において教育上有益と認めるときは、各研究
科が修了要件として定める単位数の２分の１を超えない範囲で
課程修了の所定単位としてこれを認定することができる。
第 12 条　第 29条により留学した大学の大学院において単位を修
得した者、外国の大学の大学院が行う通信教育における授業科
目を我が国において履修し単位を修得した者、外国の大学院の
教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定す
るものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修
し単位を修得した者及び専門職大学院設置基準第 13 条第２項
に定める「国際連合大学」の教育課程における授業科目を履修
し単位を修得した者には、各研究科において教育上有益と認め
るときは、前条により認定した単位と合わせて各研究科が修了
要件として定める単位数の２分の１を超えない範囲で課程修了
の所定単位として認定することができる。
第 13 条　本専門職大学院は、各研究科において教育上有益と認
めるときは、大学院学生が入学前に大学大学院において履修し
た授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得し
た単位を含む。）を、本専門職大学院において修得したものと
して認定することができる。
２　前項の単位は、転入学の場合を除き、第 11条、第 12条の規
定により本専門職大学院において修得したものとみなす単位数
と合わせて各研究科が修了要件として定める単位数の２分の１
を超えないものとする。
第 14 条　本章に定めるもののほか、授業科目の種類、単位数、
履修方法の細目等については、各研究科の定めるところによる。
第 14 条の２　本専門職大学院は、学生に対して、授業の方法及
び内容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ明示する。
２　本専門職大学院は、学修の成果に係る評価及び修了の認定に
当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対して
その基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがっ
て適切に行う。

同志社大学専門職大学院学則
（2022 年４月１日改正）



第４章　課程修了の認定

第 15 条　修士（専門職）の学位を得ようとする者は、本課程に
第７条に定めた年限以上在学し、各研究科が修了要件として定
める次の要件を満たさなければならない。
　　ビジネス研究科　ビジネス専攻　�授業科目について 46 単位

以上修得し、ソリューショ
ンレポートの審査に合格す
ること。

第 16 条　課程修了の認定は、研究科長会の審議を経て、学長が
決定する。
２　研究科長会に関する内規は、別に定める。

第５章　学位の授与

第 17 条　本専門職大学院において、各研究科の課程修了の認定
を得た者には、次の学位を授与する。
　　ビジネス研究科　ビジネス修士（専門職）
２　前項に規定する学位には、「ビジネス修士（専門職）（同志
社大学）」のように明記することを必要とする。

第６章　学年、学期及び休業日

第 18 条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終る。
第 19 条　学年を次の２学期に分ける。
　　春学期　４月１日から９月 20 日まで
　　秋学期　９月 21 日から翌年３月 31 日まで
第 20 条　休業日は、次のとおりとする。
　（1）　日曜日
　（2）　「国民の祝日に関する法律」に定める休日
　（3）　創立記念日　 11 月 29 日
　（4）　キリスト降誕日　 12 月 25 日
　（5）　夏期、冬期及び春期休業に関しては、別に定める。
２　前項に規定する休業日において、必要ある場合は授業を行う
ことがある。また休業日は、臨時に定めることができる。

第７章　入学、転入学、休学、留学、退学、
除籍及び再入学

第 21 条　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、研究科が
必要とするときは、入学の時期を学期の始めとすることがで
きる。
第 22 条　本課程に入学することができる者は、次の各号のいず
れかに該当しなければならない。
　（1）　大学を卒業した者
　（2）　�大学に文部科学大臣の定める年数以上在学した者（これ

に準ずる者として文部科学大臣が定める者を含む。）で
あって、本専門職大学院の定める単位を優秀な成績で修得
したと本専門職大学院が認めたもの

　（3）　�大学院への入学に関し、大学を卒業した者と同等以上の
学力があると認められる者として、学校教育法施行規則第
155 条第１項に規定された者

第 23 条　外国人の入学志願者のうち、その入学資格の判明しが
たいときには、当該外国公館の証明を必要とする。

第 24 条　入学志願者には入学審査を行い、入学者を決定する。
２　前項の審査方法、時期等については、その都度定める。
第 25 条　他の大学大学院学生又は本学大学院を修了した者で、
転入学を希望する者があるときは、欠員のある場合に限り前条
に準ずる審査を経たうえで、転入学を許可することがある。

第 26 条　入学志願者は、指定期日までに所定の書類を提出し、
別表Ⅰの８に定める入学検定料を納入しなければならない。

２　災害等の特別な事情により入学検定料の納入が困難であると
認められる入学志願者には、申請に基づき、入学検定料を免除
することがある。

３　前項の入学検定料の免除の詳細は、別に定める。
第 27 条　入学許可を得た者は、指定期日までに所定の書類を提
出し、定められた学費を納入しなければならない。

２　本学の複数の研究科・専攻・クラスター（以下「研究科等」
という。）の入学許可を得て、一方の研究科等の学費を納入し
た者が、もう一方の研究科等への入学を希望する場合は、申請
に基づき、既に納入した学費を、もう一方の研究科等の学費に
振替を認めることがある。

３　前項の振替の詳細は、別に定める。
第 28 条　学生が疾病その他やむを得ない事由により休学しよう
とするときは、春学期又は秋学期授業開始日までにその旨願い
出て、許可を得なければならない。

２　休学期間は、１年又は半年とする。
３　休学の期間は、通算して２年を超えることができない。
４�　休学期間は、第７条に定める修業年限及び第８条に定める在
学年限には算入しない。

第 29 条　学生は、在学中各研究科教授会が本人の教育上有益と
認め、学長が承認した場合に限り、本学の認定する外国の大学
の大学院に留学することができる。

２　留学の期間は、第７条に定める修業年限及び第８条に定める
在学年限に算入できる。

３　留学の取扱いについては、別にこれを定める。
第 30 条　学生が、疾病その他やむを得ない事由により退学しよ
うとするときは、その旨願い出なければならない。

第 31 条　学長は、学力劣等で成業の見込みがないと認める者、
また出席常でない者を、当該研究科教授会の審議を経て、論旨
退学させることがある。

第 32 条　学長は、品行不良の者、学業怠慢の者、学校の秩序を
乱した者、その他学生としての本分に反した者で、当該研究科
教授会において懲戒の対象となりうると認められたときは、け
ん責、停学又は退学に処すことができる。

２　前項の懲戒に関する規程は、別に定める。
第 33 条　次の各号のいずれかに該当する者は、該当学期末に除
籍する。

　（1）　学費の納入を怠り、督促を受けても納入しない者
　（2）　在学期間が第８条に規定する在学年限を超える者
第 34 条　退学者及び前条第１項第１号により除籍された者が、
再入学を願い出た場合は、それを許可することがある。

　�　なお、除籍された者が再入学を願い出る場合は、事前に未納
学費を完納しなければならない。

第 35 条　再入学許可を得た者は、指定期日までに所定の書類を
提出し、定められた学費を納入しなければならない。



第８章　科目等履修生、聴講生、研修生、委託生、
外国人留学生及び外国人研究生

第 36 条　各研究科に設置する一又は複数の授業科目を履修し単
位を修得しようとする者があるときは、相当の資格があると認
めた者につき、科目等履修生とすることができる。
２　科目等履修生のうち、他の大学大学院学生で、協定に基づき
本専門職大学院の授業科目を履修する者については、交流学生
又は単位互換履修生として受け入れることができる。
３　科目等履修生が履修した授業科目について試験を受け合格し
たときは、所定の単位を与える。
４　前項に定めるもののほか、科目等履修生に関する内規は、別
に定める。
第 37 条　各研究科に設置する一又は複数の授業科目を聴講しよ
うとする者があるときは、相当の資格があると認めた者につき、
聴講生とすることができる。
２　聴講生に関する内規は、別に定める。
第 38 条　本専門職大学院の専門職学位を得た者で、高度の専門
性を要する職業等に必要な高度の能力をさらに養うため研修を
希望するものがあるときは、当該研究科において、研修生とし
てこれを許可することがある。
２　研修生に関する内規は、別に定める。
第 39 条　他の大学大学院学生にして、その大学院の委託により、
本専門職大学院研究科における授業科目中１科目又は数科目の
選修を希望する者があるときは、欠員のある場合に限り、当該
研究科教授会の審議を経て、修学を許可することがある。
２　委託生が選修科目の試験に合格したときは、その科目の修了
証明書を授与する。
第 40 条　外国人留学生、外国人研究生に関する内規は、別にこ
れを定める。

第９章　学　　　費

第 41 条　在学生の学費は、春学期及び秋学期の学年暦に定める
日までに納入しなければならない。
２��外国人留学生（特別学生）研修料の納入時期も前項に準ずる。
３　履修料及び聴講料は、所定の期日内に納入しなければならな
い。
４　委託生修学料、大学院研修生研修料及び外国人研究生研究指
導料は、所定の期日までに納入しなければならない。
第 42 条　学費は、入学金、授業料（履修料、聴講料、委託生修
学料、研修科及び研究指導科を含む。）、教育充実費、特別在籍
料及び休学在籍料とし、その額は、別表Ⅰから別表Ⅰの６に
これを定める。
２　協定に基づくダブルディグリープログラムにより、本大学か
ら１学期間以上留学する者は、特別在籍料を納入するものと
し、入学金を除く他の学費の納入を要しない。
３　休学を許可された者は、休学在籍料を納入するものとし、入
学金を除く他の学費の納入を要しない。
４　第 36 条第２項に定める、協定に基づき本専門職大学院の授
業科目を履修するため、他の大学院から受け入れた交流学生及
び単位互換履修生の学費については、当該大学との協定に基づ
き設定する。
５　いったん納入した学費は、返還しない。ただし、入学許可を

得た者で、入学日の前日までに入学手続の取消しを願い出たも
のについては、入学金又はこれに相当する金額を除く学費を返
還することがある。
６　退学者又は除籍された者については、別に定める場合を除き、
当該学期の学費を徴収する。
７　第 32 条に基づく停学に処せられた者については、その期間
中も学費を徴収する。
第 43 条　やむを得ない事情があると認められる場合は、申請に
基づき、学費を延納することができる。
２　前項の学費の延納の詳細は、別に定める。
第 43 条の２　災害等の特別な事情により学費の納入が困難であ
ると認められる者には、申請に基づき、学費の一部を免除する
ことがある。
２　前項の学費の一部免除の詳細は、別に定める。

第 10章　教員組織及び運営組織

第 44 条　本専門職大学院における授業は、一定数の本大学教員
がこれを担当する。
第 45 条�各研究科に共通する重要事項は、部長会で審議する。
２　部長会に関する規程は、別に定める。
第 46 条　各研究科に研究科教授会を置く。
２　研究科教授会は、当該研究科に関する次の事項を審議する。
　 （1）�学生の入学、退学、休学、修了等に関する事項及び学位の

授与に関する事項関する事項
　 （2）教育課程に関する事項
　 （3）教員の人事に関する事項
　 （4）学則、研究科諸規程に関する事項
　 （5）その他研究科長がつかさどる教育研究に関する事項
３　研究科教授会は、学長から諮問された事項について審議す
る。
４　研究科教授会は、学生の入学、修了、学位の授与、その他教
育研究に関する重要な事項で研究科教授会の意見を聴くことが
必要なものとして学長が定めるものについて、学長が決定を行
うに当たり意見を述べるものとする。
５　研究科教授会の組織及び運営に関する事項は、各研究科教授
会において定める。
第 46 条の２　各研究科に教育課程連携協議会を置く。
２　教育課程連携協議会に関し必要な事項は、各研究科において
別に定める。
第 47 条　専門職大学院の学務は、学長が総括し、各研究科の学
務は、当該研究科長がこれを管掌する。その他、専門職大学院
の事務を遂行するため、職員を置く。
第 47 条の２　本専門職大学院は、授業の内容及び方法の改善を
図るための組織的な研修及び研究を実施する。

第 11章　学生の入学定員及び収容定員

第 48 条　各研究科の入学定員及び収容定員は、次のとおりとす
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入学定員　　収容定員
　　ビジネス研究科　ビジネス専攻　　　　 30 名　　　�60 名



第 12章　研究指導施設及び厚生保健施設

第 49 条　学生の自由な研究には、図書館を利用させる。
第 50 条　学生の研究のため各研究科に読書研究室を設ける。
第 51 条　教職員及び学生の保健医療には、学生支援機構保健セ
ンターを利用する。

　　　附　　則
この学則は、2004 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
この学則は、2005 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
１　この学則は、2006 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科授業科目一覧表は、2006 年度第１年
次入学生から適用し、2005 年度以前の入学生については、別に
定めるもののほか、従前の授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2007 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科授業科目一覧表は、2007 年度第１年
次入学生から適用し、2006 年度以前の入学生については、別に
定めるもののほか、従前の授業科目一覧表による。

　　　附　　則
この学則は、2008 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
１　この学則は、2009 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科授業科目一覧表は、2009 年度第１年
次入学生から適用し、2008 年度以前の入学生については、別に
定めるもののほか、従前の授業科目一覧表による。
３　第 42 条第１項の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業
料及び教育充実費については、2009 年度入学生に適用する。
2008 年度以前の入学生については、従前の学費による。

　　　附　　則
１　この学則は、2010 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科授業科目一覧表は、2010年度第１年
次入学生から適用し、2009 年度以前の入学生については、別に
定めるもののほか、従前の授業科目一覧表による。ただし、
グローバルMBAコースについては、2009 年度第１年次入学
生から授業科目及び履修方法を適用する。

　　　附　　則
１　この学則は、2011 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2011 年度第１年次入学生から適用し、2010 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2012 年４月１日から施行する。

２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2012 年度第１年次入学生から適用し、2011 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。

３�第 42 条第１項の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業料
及び教育充実費は、入学年度にかかわらず、2012 年度の学費
から適用する。

　　　附　　則
１　この学則は、2014 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2014 年度第１年次入学生から適用し、2013 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2015 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2015 年度第１年次入学生から適用し、2014 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2017 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2017 年度第１年次入学生から適用し、2016 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。
３　第 42 条第１項の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業
料及び教育充実費については、2017 年度入学生に適用する。
2016 年度以前の入学生については、従前の学費による。

　　　附　　則
１　この学則は、2018 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2018 年度第１年次入学生から適用し、2017 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2019 年４月１日から施行する。
２　第 42 条第１項の別表Ⅰに定める学費のうち、再入学生の入
学金に関する規定のただし書きについては、2020 年４月１日以
降に再入学する学生に適用する。
３　第 42 条第１項の別表Ⅰに定める学費のうち、特別在籍料に
ついては、2019 年４月１日以降に派遣を決定する学生に適用
する。

　　　附　　則
　この学則は、2020 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
　この学則は、2021 年４月から施行する。



　　　附　　則
１　この学則は、2022 年４月１日から施行する。
２　第９条の別表Ⅱの研究科人材養成目的及び授業科目一覧表
は、2022 年度第１年次入学生から適用し、2021 年度以前の入
学生については、別に定めるもののほか、従前の人材養成目的
及び授業科目一覧表による。

別表Ⅰ　学　　　　費
入学金、授業料及び教育充実費
ビジネス研究科

入学金 単位授業料
（１単位につき） 教育充実費

200,000 円 49,000 円 220,000 円

　（1）授業料は、単位授業料のみとする。
　（2�）単位授業料については、各学期における登録単位数に応じ

て徴収する。教育充実費については、各々２分の１を春学期
学費及び秋学期学費とする。

　（3）学内進学者の入学金については、２分の１とする。
　（4�）所定の修業年限を超えて在籍した場合の学費は、登録単位

数に応じた単位授業料及び教育充実費とする。
　（5�）第７条第３項に該当する者については、休学期間及び学籍

のない期間を除いて入学時から通算２年を超えた学期から、
教育充実費を２分の１とする。ただし、認められた修業年限
を超えて在籍した場合の学費は、（4）に準じる。

　（6�）転入学生の入学金は、200,000 円とし、単位授業料及び教
育充実費は、転入学を許可された年次に在籍する学生と同額
とする。

　　�　ただし、本学卒業生及び本学大学院修了生に限り、入学金
は２分の１とする。

　（7�）再入学生の入学金は、100,000 円とし、学費は、登録単位
数に応じた単位授業料及び教育充実費とする。ただし、学費
未納により学年末をもって除籍された者が翌年度４月30日ま
でに再入学手続をする場合及び春学期末をもって除籍された
者が次の秋学期 10月 31日までに再入学手続をする場合の入
学金は、50,000 円とする。

　（8�）MOTコース生が理工学研究科を修了し、ビジネス研究科
MOTコースに転入学した場合は、第６項の規定に関らず、入
学金の全額及び教育充実費の２分の１を免除する。

　　�　なお、ビジネス研究科に１年を超えて在籍した場合の学費
は、ビジネス研究科の各学期の登録単位数に応じた単位授業
料及び教育充実費とする。

特別在籍料

ダブルディグリー�
プログラムによる�
留学期間

特別在籍料

１年 300,000 円
１学期 150,000 円

休学在籍料

休学期間 休学在籍料

１年 120,000 円

半年 60,000 円

・母国における兵役義務による休学が認められた者は、休学在籍
料の納入を要しない。

別表Ⅰの２　履修料
ビジネス研究科

履修登録料 50,000 円

履　修　料
（１単位につき） 54,000 円

 （1�）本学出身者及び前年度から継続の履修生の履修登録料は、
２分の１とする。

 （2�）学期をまたがって履修する場合、履修登録料は、重複して
徴収しない。

 （3�）複数の研究科に併願する場合、履修登録料は、重複して徴
収しない。

別表Ⅰの３　聴講料
ビジネス研究科

聴講登録料 50,000 円

聴　講　料
（１単位につき） 36,000 円

 （1�）本学出身者及び前年度から継続の聴講生の聴講登録料は、
２分の１とする。

 （2�）学期をまたがって聴講する場合、聴講登録料は、重複して
徴収しない。

 （3�）複数の研究科に併願する場合、聴講登録料は、重複して徴
収しない。

別表Ⅰの４　委託生修学料

　�　ビジネス研究科の委託生修学料については、登録単位数に応
じた単位授業料の合計額相当額とする。

別表Ⅰの５　外国人留学生（特別学生）
入学金及び研修料

ビジネス研究科

入学金 50,000 円

研修料 1,080,000 円

 （1�）研修料については、２分の１を春学期学費及び秋学期学費
とする。なお、年度内の在学期間が７月以内の場合、研修料
は半額とする。

 （2�）特別学生が正規課程に進学した場合、正規課程の入学金は
特別学生時の入学金相当額を差し引いた額とする。

 （3�）期間延長者（同志社大学外国人留学生内規第４条第２項該
当者）については、重複して入学金を徴収しない。また、研修



料は入学年度の額を適用する。
 （4�）秋学期入学者の学費については、入学年度の春学期入学者
の学費を適用する。

 （5�）特別学生が、年度内に 20単位を超えて学科目登録をする場
合は、超過する分１単位につき上記入学金及び研修料のほか
に、学部授業科目を登録する場合は学則別表Ⅰの２に定める履
修料相当額を、ビジネス研究科ビジネス専攻を除く大学院授業
科目を登録する場合は大学院学則別表Ⅰの２に定める履修料相
当額を、ビジネス研究科ビジネス専攻授業科目を登録する場合
は専門職大学院学則別表Ⅰの２に定める履修料相当額を、グ
ローバル教育プログラム科目、日本語・日本文化教育プログラ
ム科目及び日本語・日本文化教育科目を登録する場合は学則別
表Ⅰの２に定める神、文、社会、法、経済、商、政策、グロー
バル地域文化学部の履修料相当額を研修料として納入するこ
と。

 （6�）研修料の総額が当該年度の第１年次の授業料を超えるとき
は、その額にとどめる。

 （7�）外国の大学の教育計画で在学する特別学生又は本学と特定
の外国の大学との協定により在学する特別学生その他特別の事
情のある場合は、部長会の審議を経てこの学費を適用しない場
合がある。

別表Ⅰの６　外国人研究生　研究指導料
ビジネス研究科　　　（月額）

研究指導料 24,000 円

別表Ⅰの７　大学院研修生
ビジネス研究科

研修料

１年 半年

301,500 円 150,750 円

別表Ⅰの８　入学検定料

区　　　　　　分 金　　額

一般入学試験
第１次選考 10,000 円

第２次選考 25,000 円

その他特別試験 35,000 円

外国人留学生入学試験
その他外国人留学生特
別入学試験

書類選考および
研究科独自試験
を課す場合

15,000 円

書類選考のみの
場合 10,000 円

司法研究科一般入学試験 25,000 円



第１章　総　　　　則

　�（本学則の目的）
第１条　本学則は、同志社大学専門職大学院学則第５条に基づ
き、司法研究科（以下「本研究科」という。）の組織及び運営
について、必要な基準を定めることを目的とする。
２　本研究科の組織及び運営について、本学則で定めのないもの
については、同志社大学専門職大学院学則の定めによる。

　�（研究科の目的）
第�２条　本研究科は、法曹としての深い学識及び卓越した能力を
専ら養うことを目的とする。

第２章　研究科の組織及び修業年限

　�（課程）
第３条　本研究科に専門職学位課程として法務専攻を置く。

　（修業年限）
第４条　本研究科の標準修業年限は、３年とする。
２　前項の規定にかかわらず、同志社大学専門職大学院学則第
25 条の規定により転入学を許可された転入学生の修業年限は、
研究科教授会の審議を経て決定する。

　�（在学年限）
第５条　本研究科に５年を超えて在学することを認めない。
２　前項の規定にかかわらず、同志社大学専門職大学院学則第
25 条の規定により転入学を許可された転入学生の在学年限は、
研究科教授会の審議を経て決定する。

第３章　授業科目、履修方法及び教育方法の特例

　�（授業科目、履修方法等）
第６条　本研究科における授業科目、履修方法等は、別表Ⅱにお
いてこれを定める。
２　定められた修得単位又は成績の基準を満たさないため進級す
ることができない者については、別に定めるところにより、既
に履修した科目の単位及び成績を無効とする。この場合には、
無効とされた科目を再度登録履修しなければならない。

　�（他の大学院等における授業科目の履修）
第７条　本研究科学生は、別に定める他の法科大学院又は他研究
科において、授業科目を履修することができる。
２　前項の規定により履修した授業科目について単位を修得した
者には、本研究科が教育上有益と認めるときは、30 単位を超
えない範囲で課程修了の所定単位としてこれを認定する。

�（外国の大学院における授業科目の履修）
第８条　第 15 条により留学した大学の大学院において単位を修
得した者、外国の大学の大学院が行う通信教育における授業科

目を我が国において履修し単位を修得した者、外国の大学院の
教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定す
るものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修
し単位を修得した者及び専門職大学院設置基準第 13 条第２項
に定める「国際連合大学」の教育課程における授業科目を履習
し単位を修得した者には、本研究科が教育上有益と認めるとき
は、30 単位を超えない範囲で課程修了の所定単位としてこれ
を認定する。

　�（入学前の既修単位の認定）
第９条　本研究科学生が入学前に大学院において履修した授業科
目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を
含む。）を、本研究科が教育上有益と認めるときは、転入学の
場合を除き、30 単位を超えない範囲で本研究科において修得
したものとして認定する。

　�（他の大学院等における履修単位及び入学前の既修単位の認定の上限）
第 10 条　本研究科の課程修了の要件として修得すべき単位数の
うち、第７条から第９条に規定する単位の認定は、転入学の場
合を除き、合計で 33 単位を超えないものとする。

第４章　課程修了の認定及び学位の授与

　�（課程修了の認定）
第 11 条　本研究科の修了要件は、本研究科に第４条に定めた年
限以上在学し、授業科目について 96 単位以上修得することと
する。

　�（学位の授与）
第 12 条　本研究科において、課程修了の認定を得た者には、法
務博士（専門職）の学位を授与する。
２　前項に規定する学位には、「法務博士（専門職）（同志社大
学）」のように明記することを必要とする。

第５章　法学既修者

　�（法学既修者）
第 13 条　本研究科が必要とする法学の基礎的な学識を有すると
認める者（以下「法学既修者」という。）に関しては、第 11 条に
規定する在学期間については１年在学したものとみなし、同条
に規定する単位については、第６条の別表Ⅱに定める 30 単位
を超えない範囲で本研究科が認定した科目の単位を修得したも
のとみなす。
２　第 11 条に規定する研究科の課程修了の要件として修得すべ
き単位数のうち、第７条から第９条に規定する単位の認定につ
いて、法学既修者は、前項の単位と合わせて 33 単位を超えな
いものとする。
３　前２項の規定にかかわらず、認定連携法曹基礎課程を修了し
て本研究科に入学する法学既修者及びそれと同等の学識を有す

同志社大学法科大学院学則
（2022 年４月１日改正）



ると本研究科が認める者は、第 11 条に規定する単位について
は、第６条の別表Ⅱに定める 49 単位を超えない範囲で本研究
科が認定した科目の単位を修得したものとみなす。
４　第 11 条に規定する研究科の課程修了の要件として修得すべ
き単位数のうち、第７条から第９条に規定する単位の認定につ
いて、認定連携法曹基礎課程を修了して本研究科に入学する法
学既修者及びそれと同等の学識を有すると本研究科が認める者
は、前項の単位と合わせて 49 単位を超えないものとする。

第６章　休学及び留学

　�（休学）
第 14 条　学生が疾病その他やむを得ない事由により休学しよう
とするときは、春学期又は秋学期授業開始日までに研究科長に
願い出て、学長の許可を得なければならない。
２　休学期間は、１年又は半年とする。
３　休学の期間は、通算して３年を超えることができない。
４　休学期間は、第４条に定める修業年限及び第５条に定める在学
年限には算入しない。

　�（留学）
第 15 条　本研究科学生は、在学中、研究科教授会が本人の教育
上有益と認め、学長が承認した場合に限り、本学の認定する外
国の大学の大学院に留学することができる。
２　留学の期間は、第４条に定める修業年限及び第５条に定める
在学年限に算入できる。
３　留学の取扱いについては、別にこれを定める。

第７章　学　費

　�（学費）
第 16 条　学費は、入学金、授業料（履修料、聴講料、委託生修
学料、研修料及び研究指導科を含む。）、教育充実費、特別在
籍料及び休学在籍料とし、その額は、別表Ⅰから別表Ⅰの６に
これを定める。

第８章　入学定員及び収容定員

　�（入学定員及び収容定員）
第 17 条　本研究科法務専攻の入学定員は 70 名、収容定員 210
名とする。

　　　附　　則
この学則は、2004 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
この学則は、2005 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
１　この学則は、2007 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻授業科目一覧表は、2007
年度第１年次入学生から適用し、2006年度以前の入学生につい
ては、別に定めるもののほか、従前の授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2008 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻授業科目一覧表は、2008
年度第１年次入学生から適用し、2007年度以前の入学生につい
ては、別に定めるもののほか、従前の授業科目一覧表による。
３　第 11 条に規定する課程の修了要件として修得すべき単位数
は、2008 年度以降の入学生に加え、2007 年度及び 2006 年度入
学生（2006 年度に入学した法学既修者を除く。）に適用し、
2006 年度に入学した法学既修者及び 2005 年度以前の入学生に
ついては、従前の規程による。

　　　附　　則
１　この学則は、2009 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻授業科目一覧表は、
2009 年度第１年次入学生から適用し、2008 年度以前の入学生
については、別に定めるもののほか、従前の授業科目一覧表
による。
３　第 16条の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業料及び教
育充実費については、2009 年度入学生に適用する。2008 年度
以前の入学生については、従前の学費による。

　　　附　　則
１　この学則は、2010 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻授業科目一覧表は、
2010 年度第１年次入学生から適用するが、2009 年度及び 2008
年度入学生（2008 年度に入学した法学既修者を除く。）につい
ては、改正前の別表Ⅱ中の必修科目のＣ群基幹科目の項中の
「公法総合演習　２」、「刑事法総合演習　２」、「民事法総合演
習Ⅰ　２」、「民事法総合演習Ⅱ　２」、「民事法総合演習Ⅲ　
　２」を削除し、選択科目のＣ群基幹科目の項中に「Ｃ群１類　
　総合演習」の項を挿入し、「公法総合演習　２」、「刑事法総
合演習　２」、「民事法総合演習Ⅰ　２」、「民事法総合演習Ⅱ
　　２」、「民事法総合演習Ⅲ　２」、「民事法総合演習Ⅳ　
　２」、「民事法総合演習Ⅴ　２」を挿入し、選択科目のＣ群基幹
科目のその余の科目を「Ｃ群２類」とし、「上記Ｃ群１類科目
から６単位以上を選択履修すること。」を挿入する。また、選
択科目のＨ群実務関連科目の項中に「Ｈ群１類」「Ｈ群２類」
の項を挿入し、「模擬裁判　２」、「クリニック　２」、「エク
スターンシップ　２」,「法律文書作成　２」をＨ群１類とし、
Ｈ群２類に「法律実務演習（公法）　２」、「法律実務演習
（刑事法）　２」「法律実務演習（民事法）　２」を挿入し、
「上記Ｈ群科目から２単位以上を選択履修すること。」を「上
記Ｈ群１類科目から２単位以上を選択履修すること。」に変更
する。選択科目のＢ群１類に「法情報調査・文書作成入門　
　２」を、Ｃ群２類に「会社法特講　２」を、Ｄ群１類に「著作権
法Ⅱ　２」、「倒産法Ⅱ　２」を、Ｅ群１類に「金融担保法　
　２」、「債権法改正案特講　２」、「契約法改正案特講　２」、
「労災補償法　２」を、Ｆ群１類に「アジア法Ⅰ　２」、「アジ
ア法Ⅱ　２」、「外国法特別セミナー　３」を挿入する。さら
に、履修方法の第１項中の「必修科目68単位、選択科目28単
位以上」を「必修科目 58 単位、選択科目 38 単位以上」に変
更し、第２項中の「必修科目 38 単位（Ａ群科目を除く。）、選
択科目 28 単位以上」を「必修科目 28 単位（Ａ群科目を除く。）、



選択科目 38 単位以上」に変更する。
　 2008 年度に入学した法学既修者及び 2007 年度以前の入学生に
ついては、別に定めるもののほか、従前の授業科目一覧表に
よる。
３　第 16 条の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業料及び
教育充実費については、2010 年度入学生に適用する。2009 年
度以前の入学生については、従前の学費による。

　　　附　　則
１　この学則は、2011 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2011 年度第１年次入学生から適用し、2010 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2012 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2012 年度第１年次入学生から適用し、2011 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。
３　第 16 条の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業料及び
教育充実費については、入学年度にかかわらず、2012 年度の学
費から適用する。ただし、2011 年度以前の入学生について、従
前の学費の額を超えるときは、その額にとどめる。

　　　附　　則
　この学則は、2013 年４月１日から施行する。

　　　附　　則
１　この学則は、2014 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2014 年度第１年次入学生から適用し、2013 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2015 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2015 年度第１年次入学生から適用し、2014 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2016 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2016 年度第１年次入学生から適用し、2015 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2017 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業

科目一覧表は、2017 年度第１年次入学生に加え、2016 年度入
学生及び 2015 年度入学生（2015 年度に入学した法学既修者を
除く。）にも適用し、2015 年度に入学した法学既修者及び
2014 年度以前の入学生については、別に定めるもののほか、
従前の人材養成目的及び授業科目一覧表による。ただし、2015
年度入学生（法学既修者を除く。）については、「行政法基礎演
習」、「商法基礎演習」、「知的財産法Ⅰ」、「知的財産法Ⅱ」、「著
作権法Ⅰ」、「著作権法Ⅱ」は従前の扱いによる。
３　 2015 年度入学生（法学既修者を除く。）については、第 10
条にいう「39 単位」は「41 単位」に、第 11 条にいう「102 単
位」は「104 単位」に、第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻
人材養成目的及び授業科目一覧表の履修方法１にいう「68 単
位」は「70 単位」、「102 単位」は「104 単位」に、それぞれ読
み替える。
４　第 16 条の別表Ⅰに定める学費のうち、入学金、授業料及び
教育充実費については、2017 年度入学生に適用する。2016 年
度以前の入学生については、従前の学費による。

　　　附　　則
１　この学則は、2018 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2018 年度第１年次入学生から適用し、2017 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2019 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2019 年度第１年次入学生から適用し、2018 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。
３　第 16 条の別表Ⅰに定める学費のうち、再入学生の入学金に
関する規定のただし書きについては、2020 年４月１日以降に再
入学する学生に適用する。
４　第 16 条の別表Ⅰに定める学費のうち、特別在籍料について
は、2019 年４月１日以降に派遣を決定する学生に適用する。

　　　附　　則
１　この学則は、2020 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2020 年度第１年次入学生から適用し、2019 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2021 年４月１日から施行する。
２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2021 年度第１年次入学生から適用し、2020 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

　　　附　　則
１　この学則は、2022 年４月１日から施行する。



２　第６条の別表Ⅱの司法研究科法務専攻人材養成目的及び授業
科目一覧表は、2022 年度第１年次入学生から適用し、2021 年
度以前の入学生については、別に定めるもののほか、従前の人
材養成目的及び授業科目一覧表による。

別表Ⅰ　学　　　　費
入学金、授業料及び教育充実費

入学金 単位授業料
（１単位につき） 教育充実費

200,000 円 36,000 円 154,000 円

　（1）授業料は、単位授業料のみとする。
　（2�）単位授業料については、各学期における登録単位数に応じ

て徴収する。教育充実費については、各々２分の１を春学期
学費及び秋学期学費とする。

　（3）学内進学者の入学金については、２分の１とする。
　（4�）所定の修業年限を超えて在籍した場合の学費は、登録単位

数に応じた単位授業料及び教育充実費とする。
　（5�）再入学生の入学金は、100,000円とし、学費は、登録単位数に

応じた単位授業料及び教育充実費とする。ただし、学費未納に
より学年末をもって除籍された者が翌年度４月30日までに再入
学手続をする場合及び春学期末をもって除籍された者が次の秋
学期10月31日までに再入学手続をする場合の入学金は、
50,000 円とする。

　（6�）転入学生の入学金は、200,000円とし、単位授業料及び教育
充実費は、転入学を許可された年次に在籍する学生と同額と
する。ただし、本学卒業生及び本学大学院修了生に限り、入
学金は２分の１とする。

特別在籍料

ダブルディグリー�
プログラムによる�
留学期間

特別在籍料

１年 300,000 円
１学期 150,000 円

休学在籍料

休学期間 休学在籍料

１年 120,000 円

半年 60,000 円

・母国における兵役義務による休学が認められた者は、休学在籍
料の納入を要しない。

別表Ⅰの２　履修料
履修登録料 50,000 円

履　修　料
（1単位につき） 38,000 円

　（1�）本学出身者及び前年度から継続の履修生の履修登録料は、
２分の１とする。

　（2�）学期をまたがって履修する場合、履修登録料は、重複して

徴収しない。
　（3�）複数の研究科に併願する場合、履修登録料は、重複して徴

収しない。

別表Ⅰの３　聴講料
聴講登録料 50,000 円

聴　講　料
（1単位につき） 25,000 円

　（1�）本学出身者及び前年度から継続の聴講生の聴講登録料は、
２分の１とする。

　（2�）学期をまたがって聴講する場合、聴講登録料は、重複して
徴収しない。

　（3�）複数の研究科に併願する場合、聴講登録料は、重複して徴
収しない。

別表Ⅰの４　委託生修学料
　�　委託生修学料については、登録単位数に応じた単位授業料の
合計額相当額とする。

別表Ⅰの５　外国人研究生　研究指導料
　　　　　　　　　（月額）

研究指導料 24,000 円

別表Ⅰの６　大学院研修生　研修料

研修料

１年 半年

301,500 円 150,750 円





●印は「国民の祝日に関する法律」に規定する休日
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2 0 2 2 年度   司法研究科学年暦 同 志 社 大 学

春 学 期 秋 学 期18       週（108 日） 17  5/6週（107 日） 

2 022 年
4 月 1 日（金） 春学期始め

1 日（金） 春学期入学式
　　2 日（土）
　　3 日（日） 新入学生履修指導期間
　　4 日（月） 
　　5 日（火） 履修科目登録期間（注 1）
　　6 日（水） 　
　　7 日（木） 　　　　　　　　　
　　8 日（金） 講義開始
4 月29日（金）

　 　 ～   休日
5 月 5 日（木）
6 月17日（金） 春学期学費納入最終日
7 月18日（月） 海の日（授業日）
　　28日（木） 講義最終日
　　29日（金） 期末試験開始
8 月 11日（木） 山の日（試験日）・期末試験終了
　　12日（金） 夏期休暇開始
9 月 8 日（木） 春学期学位総合審査日

 夏期休暇終了
　　9 日（金） 在学生成績通知（注 2）
　　17日（土） 春学期学位授与式
　　20日（火） 春学期終り

  9 月21日（水） 秋学期始め
　　 21日（水） 秋学期履修科目登録変更　　 22日（木）
　　 26日（月） 講義開始
 10月10日（月） スポーツの日（授業日） 
 11月 3日（木） 文化の日（休日）
　　 23日（水） 勤労感謝の日（休日）
　　 25日（金） 秋学期学費納入最終日
　　 26日（土）
　　 27日（日） 創立記念行事週間（休講）
　　 28日（月） 
　　 29日（火） 創立記念日（休日）
 12月25日（日） キリスト降誕日（休日）
　　 27日（火）　 冬期休暇開始

1 月 6日（金） 冬期休暇終了
　　7日（土） 講義再開
　　9日（月） 成人の日（休日）
　  23日（月） 創立者永眠の日
     26日（木） 講義最終日
     27日（金） 期末試験開始
2 月 16日（木） 期末試験終了
3 月  2日（木） 秋学期学位総合審査日

15日（水） 在学生成績通知（注 3）
　  20日（月） 
     21日（火） 秋学期学位授与式
     22日（水） （うち、大学が指定する 1 日）
     31日（金） 秋学期終り

2 0 2 3 年

（注１）一般登録科目の履修科目登録日は、この期間内の年次毎に指定された日となる。
　　　  前年度３月の成績通知日以降、この履修科目登録期間までに先行登録期間が設定される。

（注２）成績通知日以降、履修科目登録変更までに、先行登録期間が設定される。
（注３）成績通知日以降、翌年度４月の履修科目登録期間までに、先行登録期間が設定される。

授業時間 9：00～10：30　 10：45～12：15　 13：10～14：40　 14：55～16：25　 16：40～18：10
 Ⅰ　　　　　　 Ⅱ　　　　　　 Ⅲ　　　　　　 Ⅳ                   Ⅴ   

18：25～19：55　 20：10～21：40
Ⅵ　　　　　　 Ⅶ

●印は「国民の祝日に関する法律」に規定する休日
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2 0 2 2 年度   司法研究科学年暦 同 志 社 大 学

春 学 期 秋 学 期18       週（108 日） 17  5/6週（107 日） 

2 022 年
4 月 1 日（金） 春学期始め

1 日（金） 春学期入学式
　　2 日（土）
　　3 日（日） 新入学生履修指導期間
　　4 日（月） 
　　5 日（火） 履修科目登録期間（注 1）
　　6 日（水） 　
　　7 日（木） 　　　　　　　　　
　　8 日（金） 講義開始
4 月29日（金）

　 　 ～   休日
5 月 5 日（木）
6 月17日（金） 春学期学費納入最終日
7 月18日（月） 海の日（授業日）
　　28日（木） 講義最終日
　　29日（金） 期末試験開始
8 月 11日（木） 山の日（試験日）・期末試験終了
　　12日（金） 夏期休暇開始
9 月 8 日（木） 春学期学位総合審査日

 夏期休暇終了
　　9 日（金） 在学生成績通知（注 2）
　　17日（土） 春学期学位授与式
　　20日（火） 春学期終り

  9 月21日（水） 秋学期始め
　　 21日（水） 秋学期履修科目登録変更　　 22日（木）
　　 26日（月） 講義開始
 10月10日（月） スポーツの日（授業日） 
 11月 3日（木） 文化の日（休日）
　　 23日（水） 勤労感謝の日（休日）
　　 25日（金） 秋学期学費納入最終日
　　 26日（土）
　　 27日（日） 創立記念行事週間（休講）
　　 28日（月） 
　　 29日（火） 創立記念日（休日）
 12月25日（日） キリスト降誕日（休日）
　　 27日（火）　 冬期休暇開始

1 月 6日（金） 冬期休暇終了
　　7日（土） 講義再開
　　9日（月） 成人の日（休日）
　  23日（月） 創立者永眠の日
     26日（木） 講義最終日
     27日（金） 期末試験開始
2 月 16日（木） 期末試験終了
3 月  2日（木） 秋学期学位総合審査日

15日（水） 在学生成績通知（注 3）
　  20日（月） 
     21日（火） 秋学期学位授与式
     22日（水） （うち、大学が指定する 1 日）
     31日（金） 秋学期終り

2 0 2 3 年

（注１）一般登録科目の履修科目登録日は、この期間内の年次毎に指定された日となる。
　　　  前年度３月の成績通知日以降、この履修科目登録期間までに先行登録期間が設定される。

（注２）成績通知日以降、履修科目登録変更までに、先行登録期間が設定される。
（注３）成績通知日以降、翌年度４月の履修科目登録期間までに、先行登録期間が設定される。
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 Ⅰ　　　　　　 Ⅱ　　　　　　 Ⅲ　　　　　　 Ⅳ                   Ⅴ   

18：25～19：55　 20：10～21：40
Ⅵ　　　　　　 Ⅶ
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2 0 2 2 年度   司法研究科学年暦 同 志 社 大 学

春 学 期 秋 学 期18       週（108 日） 17  5/6週（107 日） 

2 022 年
4 月 1 日（金） 春学期始め

1 日（金） 春学期入学式
　　2 日（土）
　　3 日（日） 新入学生履修指導期間
　　4 日（月） 
　　5 日（火） 履修科目登録期間（注 1）
　　6 日（水） 　
　　7 日（木） 　　　　　　　　　
　　8 日（金） 講義開始
4 月29日（金）

　 　 ～   休日
5 月 5 日（木）
6 月17日（金） 春学期学費納入最終日
7 月18日（月） 海の日（授業日）
　　28日（木） 講義最終日
　　29日（金） 期末試験開始
8 月 11日（木） 山の日（試験日）・期末試験終了
　　12日（金） 夏期休暇開始
9 月 8 日（木） 春学期学位総合審査日

 夏期休暇終了
　　9 日（金） 在学生成績通知（注 2）
　　17日（土） 春学期学位授与式
　　20日（火） 春学期終り

  9 月21日（水） 秋学期始め
　　 21日（水） 秋学期履修科目登録変更　　 22日（木）
　　 26日（月） 講義開始
 10月10日（月） スポーツの日（授業日） 
 11月 3日（木） 文化の日（休日）
　　 23日（水） 勤労感謝の日（休日）
　　 25日（金） 秋学期学費納入最終日
　　 26日（土）
　　 27日（日） 創立記念行事週間（休講）
　　 28日（月） 
　　 29日（火） 創立記念日（休日）
 12月25日（日） キリスト降誕日（休日）
　　 27日（火）　 冬期休暇開始

1 月 6日（金） 冬期休暇終了
　　7日（土） 講義再開
　　9日（月） 成人の日（休日）
　  23日（月） 創立者永眠の日
     26日（木） 講義最終日
     27日（金） 期末試験開始
2 月 16日（木） 期末試験終了
3 月  2日（木） 秋学期学位総合審査日

15日（水） 在学生成績通知（注 3）
　  20日（月） 
     21日（火） 秋学期学位授与式
     22日（水） （うち、大学が指定する 1 日）
     31日（金） 秋学期終り

2 0 2 3 年

（注１）一般登録科目の履修科目登録日は、この期間内の年次毎に指定された日となる。
　　　  前年度３月の成績通知日以降、この履修科目登録期間までに先行登録期間が設定される。

（注２）成績通知日以降、履修科目登録変更までに、先行登録期間が設定される。
（注３）成績通知日以降、翌年度４月の履修科目登録期間までに、先行登録期間が設定される。
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 Ⅰ　　　　　　 Ⅱ　　　　　　 Ⅲ　　　　　　 Ⅳ                   Ⅴ   
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春 学 期 秋 学 期18       週（108 日） 17  5/6週（107 日） 

2 022 年
4 月 1 日（金） 春学期始め

1 日（金） 春学期入学式
　　2 日（土）
　　3 日（日） 新入学生履修指導期間
　　4 日（月） 
　　5 日（火） 履修科目登録期間（注 1）
　　6 日（水） 　
　　7 日（木） 　　　　　　　　　
　　8 日（金） 講義開始
4 月29日（金）

　 　 ～   休日
5 月 5 日（木）
6 月17日（金） 春学期学費納入最終日
7 月18日（月） 海の日（授業日）
　　28日（木） 講義最終日
　　29日（金） 期末試験開始
8 月 11日（木） 山の日（試験日）・期末試験終了
　　12日（金） 夏期休暇開始
9 月 8 日（木） 春学期学位総合審査日

 夏期休暇終了
　　9 日（金） 在学生成績通知（注 2）
　　17日（土） 春学期学位授与式
　　20日（火） 春学期終り

  9 月21日（水） 秋学期始め
　　 21日（水） 秋学期履修科目登録変更　　 22日（木）
　　 26日（月） 講義開始
 10月10日（月） スポーツの日（授業日） 
 11月 3日（木） 文化の日（休日）
　　 23日（水） 勤労感謝の日（休日）
　　 25日（金） 秋学期学費納入最終日
　　 26日（土）
　　 27日（日） 創立記念行事週間（休講）
　　 28日（月） 
　　 29日（火） 創立記念日（休日）
 12月25日（日） キリスト降誕日（休日）
　　 27日（火）　 冬期休暇開始

1 月 6日（金） 冬期休暇終了
　　7日（土） 講義再開
　　9日（月） 成人の日（休日）
　  23日（月） 創立者永眠の日
     26日（木） 講義最終日
     27日（金） 期末試験開始
2 月 16日（木） 期末試験終了
3 月  2日（木） 秋学期学位総合審査日

15日（水） 在学生成績通知（注 3）
　  20日（月） 
     21日（火） 秋学期学位授与式
     22日（水） （うち、大学が指定する 1 日）
     31日（金） 秋学期終り

2 0 2 3 年

（注１）一般登録科目の履修科目登録日は、この期間内の年次毎に指定された日となる。
　　　  前年度３月の成績通知日以降、この履修科目登録期間までに先行登録期間が設定される。

（注２）成績通知日以降、履修科目登録変更までに、先行登録期間が設定される。
（注３）成績通知日以降、翌年度４月の履修科目登録期間までに、先行登録期間が設定される。

授業時間 9：00～10：30　 10：45～12：15　 13：10～14：40　 14：55～16：25　 16：40～18：10
 Ⅰ　　　　　　 Ⅱ　　　　　　 Ⅲ　　　　　　 Ⅳ                   Ⅴ   

18：25～19：55　 20：10～21：40
Ⅵ　　　　　　 Ⅶ
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司法研究科



法務専攻
　同志社大学大学院司法研究科（法科大学院）は、豊かな人間性と感受性および人権感覚を兼ね備え、良心
にもとづいて法を運用するプロフェッショナル（法曹三者等）を養成する。そして、21世紀の社会の多様
な要望に応えてスペシャリストとして活躍できるよう、専門分野の高度な知見および国際的視野と判断力の
涵養に努める。

◆ディプロマ・ポリシー
　法曹として不可欠な基本的な法的知識に加えて、応用的・先端的な法分野等における高度な専門的知識を
修得し、法曹として求められる高い責任感と倫理観とを身につけることができる。（知識・技能）
　多様な法的紛争を迅速かつ的確に解決するために、深い法的知識に裏付けられた論理的思考力、判断・分
析力、及び、表現力を涵養し、新たな法的課題に対して柔軟かつ創造的に対応する能力を発揮することがで
きる。（思考力・判断力・表現力）
　様々な法的問題の解決を通じ、法曹として、主体的に社会に貢献するという意識を強く持ち、国際的な紛
争等にみられる多様な考え方や異なる文化の存在を尊重した、適正な解決策を提案できる。（主体性・多様
性・協働性）

◆カリキュラム・ポリシー
　法曹に不可欠な基本的な法的知識及び実務上の法的対応能力の修得を図るとともに、法的思考力、理解力、
分析力、表現力、判断力などの養成を行う。
　このような人材を育成するためのカリキュラムの科目群は、下記のような、Ａ群基礎科目・１類・２類、
Ｂ群法曹基本科目・１類・２類、Ｃ群基幹科目・１類・２類、Ｄ群展開・先端科目Ⅰ１類・２類、Ｅ群展開・
先端科目Ⅱ１類・２類、Ｆ群外国法科目１類・２類、Ｇ群基礎法・隣接科目１類・２類、Ｈ群実務関連科目
１類・２類から構成されている。
　修了にあたっては、合計96単位以上の履修を求める。その内訳は、（１）必修科目は、Ａ群から30単位、
Ｂ群から６単位、Ｃ群から27単位の合計63単位、（２）選択科目は、D群１類から４単位以上を含むＤ群・
Ｅ群から計12単位以上、Ｆ群・Ｇ群から各々２単位以上の計６単位以上、Ｈ群１類から４単位以上を含む、
合計33単位以上修得しなければならない。
◦Ａ群科目として、法律基本科目及び法学の基礎に関する科目（必修・選択科目）を置く。基幹科目として
の演習科目等の履修が可能な学力を身に付けることを到達目標とする。すべての科目は研究者教員によっ
て講義形式で行われる。（知識・技能）
◦Ｂ群科目として、民事・刑事の裁判実務と法曹倫理等に関する科目（必修・選択科目）を置く。裁判制度
や実務の進行過程、事実認定、要件事実等を理解し、実務の基礎を修得することを到達目標とする。多く
の科目は実務家教員及び研究者教員が行う。（知識・技能／思考力・判断力・表現力）
◦Ｃ群科目として、法律基本科目に関する公法、刑事法及び民事法に関する演習科目、講義科目（必修・選
択科目）を置く。基本的な法的知識を前提にした法的思考力、分析力、表現力等の修得を到達目標とする。
本研究科のコアとなる科目群であり、多くの科目は少人数の演習形式で行うとともに、一部の科目は研究
者教員と実務家教員が合同かつ複数で行う。（知識・技能／思考力・判断力・表現力）
◦Ｄ群科目として、法律基本科目以外の応用的先端的な法領域に関する科目の内、司法試験の選択科目に関
する科目（選択科目）を置く。必修の基幹科目等で養った学力を更に発展させ、先端的な法領域に関する
高度の専門的知識等を、また、実務での即戦力につながる先端知識等を修得することを到達目標とする。（知
識・技能／思考力・判断力・表現力）
◦Ｅ群科目として、Ｄ群科目以外の主要な先端法領域に関する科目（選択科目）を置く。先端的な法領域に
関する高度の専門的知識等を、また、実務での即戦力につながる先端知識等を修得することを到達目標と
する。（知識・技能／思考力・判断力・表現力）

人材養成に関する目的、教育研究上の目的
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◦Ｆ群科目として、アメリカ法、ＥＵ法、アジア法などの諸外国の法制度や法解釈に関する科目（選択科目）
を置く。国際的な法的紛争に的確に対応できるような外国法の知識を修得するとともに、外国の実務家と
対等に問題解決にあたれるための技能を修得することを到達目標とする。（知識・技能／思考力・判断力・
表現力／主体性・多様性・協働性）
◦Ｇ群科目として、基礎法学に関連する分野の科目（選択科目）を置く。法解釈の前提としての、確固たる
法解釈の方法論や価値判断体系等を修得することを到達目標とする。（知識・技能／思考力・判断力・表
現力／主体性・多様性・協働性）
◦Ｈ群科目として、法曹としての技能や法律実務（模擬裁判、法律文書作成等）に関する科目（選択科目）
を置く。民事・刑事の裁判実務と裁判実務の進行過程、事実認定、要件事実等を理解することを到達目標
とする。実務関連科目の多くは、裁判官経験者や検察官、弁護士が中心となって行う。（知識・技能／思
考力・判断力・表現力／主体性・多様性・協働性）
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障がいのある学生への受講に対する配慮
　「見る」「聴く」「話す」「四肢を使って作業する」など、心身の機能障がいのため「社会的障壁」となる内
容を含む科目（演習、実験、実習、語学など）については、「合理的配慮」として代替措置をとることが可
能なものがあります。登録前に、学部・研究科事務室までご相談ください。
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司 法 研 究 科

法務専攻（2022年度生）

登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ａ群　基礎科目
〔必修科目〕
61200041 憲法講義Ⅰ ２ 松本　哲治 １

登録できない
春学期 2

61200042 憲法講義Ⅱ ２ 御幸　聖樹 １ 秋学期 2
61200043 行政法講義（総論） ２ 横田　光平 １ 1 春学期 2
61202004 刑法講義Ⅰ（総論） ２ 十河　太朗 １

登
録
で
き
な
い

春学期 2
61202005 刑法講義Ⅱ（各論） ２ 松原　久利 １ 秋学期 2
61202006 民法講義Ⅰ（総則） ２ 佐久間　毅 １ 春学期 2
61202015 民法講義Ⅱ（物権法） ２ 佐久間　毅 １ 秋学期 2
61202016 民法講義Ⅲ（契約法Ⅰ） ２ 深谷　　格 １ 春学期 2
61202017 民法講義Ⅳ（契約法Ⅱ） ２ 佐々木典子 １ 秋学期 2
61202018 民法講義Ⅴ ( 不法行為法） ２ 西内　康人 １ 春学期 2
61202019 民法講義Ⅵ（家族法） ２ 神谷　　遊 １ 秋学期 2
61202026 商法講義Ⅰ ２ 山下　友信 １ 1 春学期 2
61202027 商法講義Ⅱ ２ 山下　友信 １ 1 秋学期 2
61202012 刑事訴訟法講義 ２ 洲見　光男 ２ 1 春学期 2
61200044 民事訴訟法講義 ２ 園田　賢治 ２ 1 春学期 2
原則として，法学既修者で履修を免除されなかった科目がある者は，当該科目を１年次に登録・履修しなければならない。
〔選択科目〕
Ａ群１類

61200032 法学基礎講義 ２ 浅野　有紀 １ 登録できない 春学期 2
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ａ群２類
61200071 憲法基礎演習Ⅰ 1 松本　哲治 1～ １～ 春学期 隔週2
61200072 憲法基礎演習Ⅱ 1 御幸　聖樹 1～ １～ 秋学期 隔週2
61200073 行政法基礎演習 1 松村　　享 ２～ １～ 春学期 隔週2
61200074 刑法基礎演習Ⅰ 1 十河　太朗 1～ １～ 春学期 隔週2
61200075 刑法基礎演習Ⅱ 1 十河　太朗 1～ １～ 秋学期 隔週2
61200076 民法基礎演習Ⅰ 1 佐々木典子 1～ １～ 春学期 隔週2
61200077 民法基礎演習Ⅱ 1 佐々木典子 1～ １～ 秋学期 隔週2

商法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～
刑事訴訟法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～

61200080 民事訴訟法基礎演習 1 川嶋　四郎 ２～ １～ 春学期 隔週2
Ｂ群　法曹基本科目
〔必修科目〕� ※指定されたクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61202051
001 刑事訴訟実務の基礎① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

002 刑事訴訟実務の基礎② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

61202052
001 民事訴訟実務の基礎① ２ 深谷　　格

棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

002 民事訴訟実務の基礎② ２ 佐々木典子
棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61202053

001 法曹倫理①
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 2

002 法曹倫理② ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 2

〔選択科目〕
Ｂ群１類

61200062 法情報調査・文書作成入門 ２ 浅野　有紀 １ １ 春学期 2
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ｂ群２類　応用ゼミ
応用ゼミ（法曹基本）� （本年度休講）

Ｃ群　基幹科目
〔必修科目〕

※指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。
※備考欄に＊印のある科目は京都大学単位互換対象科目。詳細は登録要領を参照。

61200105

001 憲法演習Ⅰ① ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 2
002 憲法演習Ⅰ② ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 2
003 憲法演習Ⅰ③ ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 2
004 憲法演習Ⅰ④ ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 2

61200109
001 憲法演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験対象者クラス
002 憲法演習Ⅱ② 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 憲法演習Ⅱ③ 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200107

001 行政法演習Ⅰ① ２ 横田　光平 ２ １ 春学期 2 在学中受験者
対象クラス＊

002 行政法演習Ⅰ② ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 2 ＊
003 行政法演習Ⅰ③ ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 2 ＊
004 行政法演習Ⅰ④ ２ 横田　光平 ２ １ 秋学期 2 ＊

61200110
001 行政法演習Ⅱ① 1 横田　光平 ２ １ 秋学期前半 2 在学中受験者

対象クラス
002 行政法演習Ⅱ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期前半 2
003 行政法演習Ⅱ③ 1 横田　光平 ３ ２ 春学期前半 2

61200124
001 刑法演習Ⅰ① ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 2
002 刑法演習Ⅰ② ２ 十河　太朗 ２ １ 春学期 2
003 刑法演習Ⅰ③ ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 2

61200125
001 刑法演習Ⅱ① ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 2 ＊
002 刑法演習Ⅱ② ２ 松原　久利 ２ １ 秋学期 2 ＊
003 刑法演習Ⅱ③ ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 2 ＊

61200126

001 刑事訴訟法演習Ⅰ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 春学期 2 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅰ② ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 2
003 刑事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 2
004 刑事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 2

61200127

001 刑事訴訟法演習Ⅱ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 2 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅱ② ２
濵田　　毅

３ ２ 春学期 2
003 刑事訴訟法演習Ⅱ③ ２

洲見　光男
３ ２ 春学期 2

004 刑事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 2
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200171

001 民法演習Ⅰ① ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 2

002 民法演習Ⅰ② ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 2

003 民法演習Ⅰ③ ２ 佐々木典子
西村　　学 ２ １ 春学期 2

61200172

001 民法演習Ⅱ① ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 2

002 民法演習Ⅱ② ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 2

003 民法演習Ⅱ③ ２ 佐久間　毅
梅澤　　匠 ２ １ 秋学期 2

61200173

001 民法演習Ⅲ① ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 2

002 民法演習Ⅲ② ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 2

003 民法演習Ⅲ③ ２ 深谷　　格
小國　隆輔 ２ １ 秋学期 2

61200145

001 商法演習Ⅰ① ２ 山下　友信 ２ １ 春学期 2 在学中受験者
対象クラス＊

002 商法演習Ⅰ② ２ 山下　友信 ２ １ 秋学期 2 ＊
003 商法演習Ⅰ③ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 2 ＊
004 商法演習Ⅰ④ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 2 ＊

61200146
001 商法演習Ⅱ① 1 山下　友信 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験者対象クラス
002 商法演習Ⅱ② 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 商法演習Ⅱ③ 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2

61200176

001 民事訴訟法演習Ⅰ① ２ 林　　昭一 ２ １ 春学期 2 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅰ② ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 2 ＊
003 民事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 2 ＊
004 民事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 2 ＊

61200177

001 民事訴訟法演習Ⅱ① ２ 園田　賢治 ２ １ 秋学期 2 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 2 ＊
003 民事訴訟法演習Ⅱ③ ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 2 ＊
004 民事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 2 ＊
005 民事訴訟法演習Ⅱ⑤ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 2 ＊

006 民事訴訟法演習Ⅱ⑥ ２ 園田　賢治 ３ ２ 秋学期 2
再履修者及び
春学期休学者
に限る＊

〔選択科目〕
Ｃ群１類　総合演習� ※備考欄に＊印のある科目は指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61200116
001 憲法総合演習Ⅰ① 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅰ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200117
001 憲法総合演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅱ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200118
001 行政法総合演習Ⅰ① 1 横田　光平 ３ ２ 春学期後半 2
002 行政法総合演習Ⅰ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期後半 2

61200119 行政法総合演習Ⅱ 1 佐伯　祐二 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200142
001 刑法総合演習① 1 松原　久利 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 刑法総合演習② 1 四方　　奨 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200144 刑事訴訟法総合演習 ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 2
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200178
001 民法総合演習Ⅰ① ２ 佐久間　毅

中井　俊輔 ３ ２ 春学期 2 ＊

002 民法総合演習Ⅰ② ２ 佐久間　毅
山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 2 ＊

61200179 民法総合演習Ⅱ 1
佐久間　毅
深谷　　格
佐々木典子

３ ２ 秋学期 隔週2

61200168 民事訴訟法総合演習 ２ 園田��賢治 ３ ２ 秋学期 2

61200170
001 商法総合演習① 1 山下　友信 ３ ２ 春学期 隔週2 ＊
002 商法総合演習② 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2 ＊

Ｃ群２類
61200181 刑法特講Ⅰ ２ 十河　太朗 ２～ １～ 春学期 2
61200182 刑法特講Ⅱ ２ 松原　久利 ２～ １～ 春学期 2

61200601 家族法 ２ 森山　浩江
渡邉��泰彦 ３ ２ 秋学期 2

61200196 商行為法・手形法 ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 2
61200602 会社法特講Ⅰ ２ 山下　友信 ２～ １～ 春学期 2
61200603 会社法特講Ⅱ ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 2
61200190 民事訴訟法特講 ２ 岡田　幸宏 ２～ １～ 春学期 2
Ｄ群およびＥ群から計12単位以上を選択履修すること。
Ｄ群　展開・先端科目Ⅰ
〔選択科目〕
Ｄ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｄ群１類
61200201 労働法Ⅰ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 春学期 2
61200202 労働法Ⅱ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 秋学期 2
61200241 労働法総合演習 ２ 植村　　新 ３ ２ 秋学期 2
61200249 知的財産法Ⅰ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 春学期 2
61200250 知的財産法Ⅱ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 秋学期 2
61200251 知的財産法Ⅲ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 春学期 2
61200252 知的財産法Ⅳ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 秋学期 2
61200204 経済法Ⅰ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 2
61200205 経済法Ⅱ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 2
61200222 経済法Ⅲ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 2
61200242 経済法総合演習 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 2
61200223 環境法Ⅰ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 2
61200224 環境法Ⅱ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 集中
61200243 環境法総合演習 ２ 島村　　健 ３ ２ 秋学期 2

61200226
001 租税法Ⅰ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 春学期 2
002 租税法Ⅰ② ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 2

61200227
001 租税法Ⅱ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 2
002 租税法Ⅱ② ２ 占部　裕典 ３ ２ 春学期 2

61200244
001 租税法総合演習① ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 2
002 租税法総合演習② ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 2

61200237 倒産法Ⅰ ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 2

61200238
001 倒産法Ⅱ① ２ 中西　　正 ２～ １～ 秋学期 2
002 倒産法Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 2

61200245 倒産法総合演習 ２ 野村　祥子 ３ ２ 春学期 2

国際法Ⅰ ２ （本年度休講） ２～ １～ 京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。国際法Ⅱ ２ （本年度休講） ２～ １～

61200246 国際法総合演習 ２ 繁田　泰宏 ２～ １～ 春学期 2

─412 ─



登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
61200232 国際私法Ⅰ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 2
61200233 国際私法Ⅱ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 2
61200363 国際民事訴訟法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 2
61200324 国際動産取引法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 2
Ｄ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（展開・先端Ⅰ） （本年度休講）

Ｅ群　展開・先端科目Ⅱ
〔選択科目〕
Ｅ群１類
61200371 地方自治法 ２ 松村　　享 ２～ １～ 秋学期 隔週4
61200372 情報法 ２ 佐伯　彰洋 ２～ １～ 秋学期 2
61200301 刑事政策 ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 春学期 2
61200302 クリミナル・ジャスティス・システム ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 秋学期 2

金融担保法 ２ （本年度休講） ２～ １～

61200608 信託法 ２ 佐久間　毅 ２～ １～ 春学期 2
公益財団法人トラ
スト未来フォーラ
ム寄付講座

61200213 ADR法 ２ 川嶋　四郎 ３ ２ 秋学期 2
61200212 救済手続法 ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 2
61200211 保険法 ２ 山下　友信 ２～ １～ 秋学期 2

コーポレート・ガバナンス ２ （本年度休講） ２～ １～
61200342 コーポレート・ファイナンス ２ 阿多　博文 ２～ １～ 秋学期 2
61200343 企業結合法（Ｍ＆Ａ） ２ 阿多　博文 ３ ２ 秋学期 2

労災補償法 ２ （本年度休講） ２～ １～
61200364 国際環境法 ２ 繁田　泰宏 ３ ２ 秋学期 2
61200365 国際租税法 ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 2
61200230 国際人権法 ２ 戸田　五郎 ３ ２ 春学期 2
61200231 国際経済法 ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 2
61200611 競争法の国際比較 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 2

61200612 国際民事紛争処理の実務 ２ 宮武　雅子
James�Claxton ２～ １～ 春学期 2

61200613 ビジネス法務調査とプレゼンテーション 1 児島　幸良 ２～ １～ 春学期 隔週4
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑬を未履
修の場合のみ登録
履修できる

61200614 ブロックチェーン・暗号資産法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 2
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑭を未履
修の場合のみ登録
履修できる

Ｅ群２類　応用ゼミ

61201315 015 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑮
－社内弁護士実務の現状と課題－ 1 竹本　綾世 ２～ １～ 秋学期 隔週2

61201316 016 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑯
－法律事務所経営論－ 1 藤本　一郎 ２～ １～ 春学期 隔週2

Ｆ群およびＧ群から計６単位以上を選択履修すること。
Ｆ群　外国法科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｆ群１類
61200451 アメリカン・リーガルシステム ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 春学期 2
61200465 アメリカ契約法・英文契約実務 ２ Colin.P.A.Jones ２～ １～ 秋学期 2
61200456 アメリカビジネス法 ２ 釜田　薫子 １～ １～ 秋学期 2
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

EU法 ２ （本年度休講） １～ １～
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。

61200466 アジア法Ⅰ ２ 藤本　一郎 ２～ １～ 秋学期 2
61200467 アジア法Ⅱ ２ 權　　鍾浩 1～ １～ 秋学期 集中

61200464 外国法実地研修 ２ 佐々木典子 1～ １～ 春学期 集中 ＊研修費（旅費等）
が必要

61200463

001 海外インターンシップ① ２ （本年度休講） 1～ １～

異なる法域における
研修の場合は、２回ま
で登録履修できる。
＊研修費（旅費等）
が必要

002 海外インターンシップ② ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 秋学期 集中

異なる法域における
研修の場合は、２回ま
で登録履修できる。
＊研修費（旅費等）
が必要

外国法特別セミナー １ （本年度休講） １～ １～
61200757 057 外国法特別セミナー57 ２ Michael�A.Lawrence １～ １～ 春学期 集中

外国法特別セミナー ３ （本年度休講） １～ １～
Ｆ群２類　応用ゼミ

61201414 014 応用ゼミ（外国法）⑭
－アメリカ司法試験科目の基本－ ２ Colin.P.A.Jones ３ ２ 秋学期 2

Ｇ群　基礎法・隣接科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｇ群１類
61200501 法理学 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 秋学期 2

61200502 比較法文化論Ⅰ ２ 浅野　有紀
戒能　通弘 1～ １～ 春学期 2

61200503 比較法文化論Ⅱ ２ 角田　猛之 1～ １～ 秋学期 2
61200504 法社会学 ２ 木下麻奈子 1～ １～ 秋学期 2
61200506 現代人権論 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 春学期 2
Ｇ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（基礎法・隣接） ２ （本年度休講） １～ １～
Ｈ群　実務関連科目
〔選択科目〕
Ｈ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｈ群１類

61200555
001 刑事模擬裁判① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ３ ２ 春学期 2

002 刑事模擬裁判② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ３ ２ 春学期 2

61200556 民事模擬裁判 ２ 田川　直之 ２～ １～ 秋学期 2

61200552
001 クリニック① ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 2
002 クリニック② ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 2
003 クリニック③ ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 2

61200606

001 エクスターンシップⅠ① ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 2

前年度３月に研
修を行う者対象
＊実習料が必要

002 エクスターンシップⅠ② ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 2

8月・9月に研修
を行う者対象
＊実習料が必要

61200607 エクスターンシップⅡ ２ 阿多　博文 ３ ２ 春学期 2 企業法務・自治
体法務での研修
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200061 公法実務の基礎 ２ 齋藤　亮介
山﨑　浩一 ２～ １～ 秋学期 2

Ｈ群２類
法律文書作成 ２ （本年度休講） ３ ２

61200564 法律実務演習（民事法） １
深谷　　格
林　　昭一
木下　孝治

２～ １～ 秋学期 2

2022年度既修者�
・2021年度以降
未修者対象。
2023年度開講の
61200565とセッ
ト登録（連続す
る年度で登録）。
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履修条件一覧表（2022年度生）

法学未修者として入学した者
〔選択科目〕

科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ ２～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ ２～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ ２～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。

法学既修者として入学した者
〔必修科目〕
　入学試験における法律科目試験及び履修免除試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必
修科目）がある場合は、当該科目を履修すること。法律科目試験及び履修免除試験の科目と履修を免除され
ないＡ群基礎科目（必修科目）の対応関係は下記のとおりとする。
法律科目試験・履修免除試験科目 履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）

行政法 行政法講義（総論）

商法 商法講義Ⅰ、商法講義Ⅱ

刑事訴訟法 刑事訴訟法講義

民事訴訟法 民事訴訟法講義

〔選択科目〕
科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ １～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ １～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ １～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。
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履修方法（2022年度生）

・法学未修者として入学した者
　必修科目63単位、選択科目33単位以上、合計96単位以上を履修すること。
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 30

63

96

Ｂ群 6
Ｃ群 27

選択科目

Ａ群 ２類

33

Ｃ群
１類
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群

Ｄ群
１類 ４以上

12以上２類
Ｅ群
Ｆ群 ２以上

６以上
Ｇ群 ２以上

Ｈ群
１類 ４以上
２類

・法学既修者として入学した者
　必修科目63単位、選択科目33単位以上、合計96単位以上を履修すること。
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）のうち、26単位（行政法・商法受験型）もし
くは24単位（民訴法・刑訴法受験型）を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、それぞ
れ下記の単位数以上を履修すること。ただし、特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修
を免除されなかった科目がある者は、当該免除されなかった科目及び受験型によりそれぞれ下記の科目
を履修すること。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除された科目がある�場合は、下記の必
修科目単位数のうち、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目37単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目39単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　＊�法曹コース特別選抜入学試験により入学した者及び本研究科の法曹養成連携協定校の法曹コースを修了
し、特別選抜試験以外の一般入学試験により入学した者は、法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目
（必修科目）30単位を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、必修科目33単位（Ｂ群６単位・
Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修すること。

　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）26単位（行政法・商法受験型）もしくは24単
位（民訴法・刑訴法受験型）のうち特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修を免除され
なかった科目がある者は、当該免除されなかった科目及び受験型によりそれぞれ下記の科目を履修する
こと。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除された科目がある場合は、下記の必修科目単位数
のうち、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目37単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目39単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　＊選択科目については、次表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。
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修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 30

63

96

Ｂ群 6
Ｃ群 27

選択科目

Ａ群 ２類

33

Ｃ群 １類
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群

Ｄ群 １類 ４以上
12以上２類

Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類

年次別最高（最低）登録単位数
　⑴　�年間の登録単位数は、以下の単位数を限度とし、かつ、１学期（春学期または秋学期）の登録単位数�

は、22単位を限度とする。ただし、法学未修者３年次生、法学既修者２年次生ついては、１学期（春
学期または秋学期）の登録単位数は25単位を限度とする。

　１）法学未修者として入学した者
第１年次 第２年次 第３年次

法学未修者として入学した者 36単位 36単位（注１） 44単位
（注１）�法学未修者１年次から２年次に進級した者で、再履修が必要なＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、当該

科目について４単位を上限として、36単位を超えて登録することができる。

　２）法学既修者として入学した者
第１年次 第２年次 第３年次

法学既修者として入学した者 36単位（注２）（注３） 44単位
（注２）�法学既修者については、入学試験で基準点に達せず履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必修科目）がある

場合、第１年次に限って、当該科目の単位分について（４単位が上限）、36単位を超えて登録することができる。
履修免除試験を受験した結果、免除されなかった受験型以外の科目はこれらに含まない。

（注３）�本研究科が指定する者は、44単位を上限として、36単位を超えて登録することができる。本研究科が指定す
る者は、別途、通知する。

　３）法曹コースを修了し法学既修者として入学した者
第１年次 第２年次 第３年次

法曹コースを修了し法学既修者
として入学した者（注４） 44単位 44単位

（注４）�本研究科の法曹養成連携協定校以外の法曹コースを修了し、特別選抜試験以外の一般入学試験により入学した
者は除く。

　⑵　１学期（春学期または秋学期）の最低登録単位数は１単位とする。
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法務専攻（2021年度生）

登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ａ群　基礎科目
〔必修科目〕
61200041 憲法講義Ⅰ ２ 松本　哲治 １

登録できない
春学期 2

61200042 憲法講義Ⅱ ２ 御幸　聖樹 １ 秋学期 2
61200043 行政法講義（総論） ２ 横田　光平 １ 1 春学期 2
61202004 刑法講義Ⅰ（総論） ２ 十河　太朗 １

登
録
で
き
な
い

春学期 2
61202005 刑法講義Ⅱ（各論） ２ 松原　久利 １ 秋学期 2
61202006 民法講義Ⅰ（総則） ２ 佐久間　毅 １ 春学期 2
61202015 民法講義Ⅱ（物権法） ２ 佐久間　毅 １ 秋学期 2
61202016 民法講義Ⅲ（契約法Ⅰ） ２ 深谷　　格 １ 春学期 2
61202017 民法講義Ⅳ（契約法Ⅱ） ２ 佐々木典子 １ 秋学期 2
61202018 民法講義Ⅴ ( 不法行為法） ２ 西内　康人 １ 春学期 2
61202019 民法講義Ⅵ（家族法） ２ 神谷　　遊 １ 秋学期 2
61202026 商法講義Ⅰ ２ 山下　友信 １ 1 春学期 2
61202027 商法講義Ⅱ ２ 山下　友信 １ 1 秋学期 2
61202012 刑事訴訟法講義 ２ 洲見　光男 ２ 1 春学期 2
61200044 民事訴訟法講義 ２ 園田　賢治 ２ 1 春学期 2
原則として、法学既修者で履修を免除されなかった科目がある者は、当該科目を１年次に登録・履修しなければならない。
〔選択科目〕
Ａ群１類

61200032 法学基礎講義 ２ 浅野　有紀 １ 登録できない 春学期 2
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ａ群２類
61200071 憲法基礎演習Ⅰ 1 松本　哲治 1～ １～ 春学期 隔週2
61200072 憲法基礎演習Ⅱ 1 御幸　聖樹 1～ １～ 秋学期 隔週2
61200073 行政法基礎演習 1 松村　　享 ２～ １～ 春学期 隔週2
61200074 刑法基礎演習Ⅰ 1 十河　太朗 1～ １～ 春学期 隔週2
61200075 刑法基礎演習Ⅱ 1 十河　太朗 1～ １～ 秋学期 隔週2
61200076 民法基礎演習Ⅰ 1 佐々木典子 1～ １～ 春学期 隔週2
61200077 民法基礎演習Ⅱ 1 佐々木典子 1～ １～ 秋学期 隔週2

商法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～
刑事訴訟法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～

61200080 民事訴訟法基礎演習 1 川嶋　四郎 ２～ １～ 春学期 隔週2
Ｂ群　法曹基本科目
〔必修科目〕� ※指定されたクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61202051
001 刑事訴訟実務の基礎① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

002 刑事訴訟実務の基礎② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

61202052
001 民事訴訟実務の基礎① ２ 深谷　　格

棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

002 民事訴訟実務の基礎② ２ 佐々木典子
棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

61202053

001 法曹倫理① ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２

002 法曹倫理② ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
〔選択科目〕
Ｂ群１類

61200062 法情報調査・文書作成入門 ２ 浅野　有紀 １ １ 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ｂ群２類　応用ゼミ
応用ゼミ（法曹基本）� （本年度休講）

Ｃ群　基幹科目
〔必修科目〕

※指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。
※備考欄に＊印のある科目は京都大学単位互換対象科目。詳細は登録要領を参照。

61200105

001 憲法演習Ⅰ① ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２
002 憲法演習Ⅰ② ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
003 憲法演習Ⅰ③ ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
004 憲法演習Ⅰ④ ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２

61200109
001 憲法演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験対象者クラス
002 憲法演習Ⅱ② 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 憲法演習Ⅱ③ 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200107

001 行政法演習Ⅰ① ２ 横田　光平 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 行政法演習Ⅰ② ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 行政法演習Ⅰ③ ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 行政法演習Ⅰ④ ２ 横田　光平 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200110
001 行政法演習Ⅱ① 1 横田　光平 ２ １ 秋学期前半 ２ 在学中受験者

対象クラス
002 行政法演習Ⅱ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期前半 ２
003 行政法演習Ⅱ③ 1 横田　光平 ３ ２ 春学期前半 ２

61200124
001 刑法演習Ⅰ① ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２
002 刑法演習Ⅰ② ２ 十河　太朗 ２ １ 春学期 ２
003 刑法演習Ⅰ③ ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２

61200125
001 刑法演習Ⅱ① ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊
002 刑法演習Ⅱ② ２ 松原　久利 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 刑法演習Ⅱ③ ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200126

001 刑事訴訟法演習Ⅰ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅰ② ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２
004 刑事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２

61200127

001 刑事訴訟法演習Ⅱ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅱ② ２
濵田　　毅

３ ２ 春学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅱ③ ２

洲見　光男
３ ２ 春学期 ２

004 刑事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 ２

61200171

001 民法演習Ⅰ① ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験

者を含む

002 民法演習Ⅰ② ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２

003 民法演習Ⅰ③ ２ 佐々木典子
西村　　学 ２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200172

001 民法演習Ⅱ① ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅱ② ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅱ③ ２ 佐久間　毅
梅澤　　匠 ２ １ 秋学期 ２

61200173

001 民法演習Ⅲ① ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅲ② ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅲ③ ２ 深谷　　格
小國　隆輔 ２ １ 秋学期 ２

61200145

001 商法演習Ⅰ① ２ 山下　友信 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 商法演習Ⅰ② ２ 山下　友信 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 商法演習Ⅰ③ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 商法演習Ⅰ④ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200146
001 商法演習Ⅱ① 1 山下　友信 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験者対象クラス
002 商法演習Ⅱ② 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 商法演習Ⅱ③ 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2

61200176

001 民事訴訟法演習Ⅰ① ２ 林　　昭一 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅰ② ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200177

001 民事訴訟法演習Ⅱ① ２ 園田　賢治 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅱ③ ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊
005 民事訴訟法演習Ⅱ⑤ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊

006 民事訴訟法演習Ⅱ⑥ ２ 園田　賢治 ３ ２ 秋学期 ２
再履修者及び
春学期休学者
に限る＊

〔選択科目〕
Ｃ群１類　総合演習 ※備考欄に＊印のある科目は指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61200116
001 憲法総合演習Ⅰ① 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅰ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200117
001 憲法総合演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅱ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200118
001 行政法総合演習Ⅰ① 1 横田　光平 ３ ２ 春学期後半 ２
002 行政法総合演習Ⅰ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期後半 ２

61200119 行政法総合演習Ⅱ 1 佐伯　祐二 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200142
001 刑法総合演習① 1 松原　久利 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 刑法総合演習② 1 四方　　奨 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200144 刑事訴訟法総合演習 ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 ２

61200178
001 民法総合演習Ⅰ① ２ 佐久間　毅

中井　俊輔 ３ ２ 春学期 ２ ＊

002 民法総合演習Ⅰ② ２ 佐久間　毅
山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 ２ ＊
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200179 民法総合演習Ⅱ 1
佐久間　毅
深谷　　格�
佐々木典子

３ ２ 秋学期 隔週2

61200168 民事訴訟法総合演習 ２ 園田　賢治 ３ ２ 秋学期 ２

61200170
001 商法総合演習① 1 山下　友信 ３ ２ 春学期 隔週2 ＊
002 商法総合演習② 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2 ＊

Ｃ群２類
61200181 刑法特講Ⅰ ２ 十河　太朗 ２～ １～ 春学期 ２
61200182 刑法特講Ⅱ ２ 松原　久利 ２～ １～ 春学期 ２

61200601 家族法 ２ 森山　浩江
渡邉　泰彦 ３ ２ 秋学期 ２

61200196 商行為法・手形法 ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２
61200602 会社法特講Ⅰ ２ 山下　友信 ２～ １～ 春学期 ２
61200603 会社法特講Ⅱ ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２
61200190 民事訴訟法特講 ２ 岡田　幸宏 ２～ １～ 春学期 ２
Ｄ群およびＥ群から計12単位以上を選択履修すること。
Ｄ群　展開・先端科目Ⅰ
〔選択科目〕
Ｄ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｄ群１類
61200201 労働法Ⅰ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 春学期 ２
61200202 労働法Ⅱ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 秋学期 ２
61200241 労働法総合演習 ２ 植村　　新 ３ ２ 秋学期 ２
61200249 知的財産法Ⅰ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 春学期 ２
61200250 知的財産法Ⅱ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 秋学期 ２
61200251 知的財産法Ⅲ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 春学期 ２
61200252 知的財産法Ⅳ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 秋学期 ２
61200204 経済法Ⅰ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200205 経済法Ⅱ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200222 経済法Ⅲ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200242 経済法総合演習 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200223 環境法Ⅰ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 ２
61200224 環境法Ⅱ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 集中
61200243 環境法総合演習 ２ 島村　　健 ３ ２ 秋学期 ２

61200226
001 租税法Ⅰ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 春学期 ２
002 租税法Ⅰ② ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２

61200227
001 租税法Ⅱ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２
002 租税法Ⅱ② ２ 占部　裕典 ３ ２ 春学期 ２

61200244
001 租税法総合演習① ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
002 租税法総合演習② ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２

61200237 倒産法Ⅰ ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２

61200238
001 倒産法Ⅱ① ２ 中西　　正 ２～ １～ 秋学期 ２
002 倒産法Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２

61200245 倒産法総合演習 ２ 野村　祥子 ３ ２ 春学期 ２

国際法Ⅰ ２ （本年度休講） ２～ １～ 京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。国際法Ⅱ ２ （本年度休講） ２～ １～

61200246 国際法総合演習 ２ 繁田　泰宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200232 国際私法Ⅰ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200233 国際私法Ⅱ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
61200363 国際民事訴訟法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
61200324 国際動産取引法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
Ｄ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（展開・先端Ⅰ） （本年度休講）

Ｅ群　展開・先端科目Ⅱ
〔選択科目〕
Ｅ群１類
61200371 地方自治法 ２ 松村　　享 ２～ １～ 秋学期 隔週4
61200372 情報法 ２ 佐伯　彰洋 ２～ １～ 秋学期 ２
61200301 刑事政策 ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 春学期 ２
61200302 クリミナル・ジャスティス・システム ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 秋学期 ２

金融担保法 ２ （本年度休講） ２～ １～

61200608 信託法 ２ 佐久間　毅 ２～ １～ 春学期 ２
公益財団法人トラ
スト未来フォーラ
ム寄付講座

61200213 ADR法 ２ 川嶋　四郎 ３ ２ 秋学期 ２
61200212 救済手続法 ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２
61200211 保険法 ２ 山下　友信 ２～ １～ 秋学期 ２

コーポレート・ガバナンス ２ （本年度休講） ２～ １～
61200342 コーポレート・ファイナンス ２ 阿多　博文 ２～ １～ 秋学期 ２
61200343 企業結合法（Ｍ＆Ａ） ２ 阿多　博文 ３ ２ 秋学期 ２

労災補償法 ２ （本年度休講） ２～ １～
61200364 国際環境法 ２ 繁田　泰宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200365 国際租税法 ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
61200230 国際人権法 ２ 戸田　五郎 ３ ２ 春学期 ２
61200231 国際経済法 ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200611 競争法の国際比較 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２

61200612 国際民事紛争処理の実務 ２ 宮武　雅子�
James�Claxton ２～ １～ 春学期 ２

61200613 ビジネス法務調査とプレゼンテーション 1 児島　幸良 ２～ １～ 春学期 隔週4
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑬を未履
修の場合のみ登録
履修できる

61200614 ブロックチェーン・暗号資産法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑭を未履
修の場合のみ登録
履修できる

Ｅ群２類　応用ゼミ

61201315 015 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑮
－社内弁護士実務の現状と課題－ 1 竹本　綾世 ２～ １～ 秋学期 隔週2

61201316 016 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑯
－法律事務所経営論－ 1 藤本　一郎 ２～ １～ 春学期 隔週2

Ｆ群およびＧ群から計６単位以上を選択履修すること。
Ｆ群　外国法科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｆ群１類
61200451 アメリカン・リーガルシステム ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 春学期 ２
61200465 アメリカ契約法・英文契約実務 ２ Colin.P.A.Jones ２～ １～ 秋学期 ２
61200456 アメリカビジネス法 ２ 釜田　薫子 １～ １～ 秋学期 ２

EU法 ２ （本年度休講） 1～ １～
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。

61200466 アジア法Ⅰ ２ 藤本　一郎 ２～ １～ 秋学期 ２
61200467 アジア法Ⅱ ２ 權　　鍾浩 1～ １～ 秋学期 集中
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
外国法実地研修Ａ ２ （本年度休講） 1～ １～

61200462 外国法実地研修Ｂ ２ 佐々木典子 1～ １～ 春学期 集中 ＊研修費（旅費等）
が必要

61200463

001 海外インターンシップ① ２ （本年度休講） 1～ １～

002 海外インターンシップ② ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 秋学期 集中

異なる法域における
研修の場合は、２回ま
で登録履修できる。
＊研修費（旅費等）
が必要

外国法特別セミナー 1 （本年度休講） 1～ １～
61200757 057 外国法特別セミナー57 ２ Michael�A.Lawrence 1～ １～ 春学期 集中

外国法特別セミナー ３ （本年度休講） 1～ １～
Ｆ群２類　応用ゼミ

61201414 014 応用ゼミ（外国法）⑭
－アメリカ司法試験科目の基本－ ２ Colin.P.A.Jones ３ ２ 秋学期 ２

Ｇ群　基礎法・隣接科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｇ群１類
61200501 法理学 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 秋学期 ２

61200502 比較法文化論Ⅰ ２ 浅野　有紀
戒能　通弘 1～ １～ 春学期 ２

61200503 比較法文化論Ⅱ ２ 角田　猛之 1～ １～ 秋学期 ２
61200504 法社会学 ２ 木下麻奈子 1～ １～ 秋学期 ２
61200506 現代人権論 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 春学期 ２
Ｇ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（基礎法・隣接） ２ （本年度休講） １～ １～
Ｈ群　実務関連科目
〔選択科目〕
Ｈ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｈ群１類

61200555
001 刑事模擬裁判① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ３ ２ 春学期 ２

002 刑事模擬裁判② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ３ ２ 春学期 ２

61200556 民事模擬裁判 ２ 田川　直之 ２～ １～ 秋学期 ２

61200552
001 クリニック① ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 2
002 クリニック② ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 2
003 クリニック③ ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 2

61200606

001 エクスターンシップⅠ① ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 2

前年度３月に研
修を行う者対象
＊実習料が必要

002 エクスターンシップⅠ② ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 2

8月・9月に研修
を行う者対象
＊実習料が必要

61200607 エクスターンシップⅡ ２ 阿多　博文 ３ ２ 春学期 2 企業法務・自治
体法務での研修

61200061 公法実務の基礎 ２ 齋藤　亮介
山﨑　浩一 ２～ １～ 秋学期 2

Ｈ群２類
法律文書作成 ２ （本年度休講） ３ ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200563 法律実務演習（民事法） ２
深谷　　格
林　　昭一
木下　孝治

３ ２ 春・秋学期 ２

2021年度以前既
修者・2020年度以
前未修者対象。
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。

61200564 法律実務演習（民事法） １
深谷　　格
林　　昭一
木下　孝治

２～ １～ 秋学期 2

2022年度既修者�
・2021年度以降
未修者対象。
2023年度開講の
61200565とセッ
ト登録（連続す
る年度で登録）。
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履修条件一覧表（2021年度生）

法学未修者として入学した者
〔選択科目〕

科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ ２～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ ２～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ ２～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。

法学既修者として入学した者
〔必修科目〕
　入学試験における法律科目試験及び履修免除試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必
修科目）がある場合は、当該科目を履修すること。法律科目試験及び履修免除試験の科目と履修を免除され
ないＡ群基礎科目（必修科目）の対応関係は下記のとおりとする。
法律科目試験・履修免除試験科目 履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）

行政法 行政法講義（総論）

商法 商法講義Ⅰ、商法講義Ⅱ

刑事訴訟法 刑事訴訟法講義

民事訴訟法 民事訴訟法講義

〔選択科目〕
科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ １～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ １～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ １～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。
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履修方法（2021年度生）

・法学未修者として入学した者
　必修科目63単位、選択科目33単位以上、合計96単位以上を履修すること。
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 30

63

96

Ｂ群 6
Ｃ群 27

選択科目

Ａ群 ２類

33

Ｃ群
１類
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群

Ｄ群
１類 ４以上

12以上２類
Ｅ群
Ｆ群 ２以上

６以上
Ｇ群 ２以上

Ｈ群
１類 ４以上
２類

・法学既修者として入学した者
　必修科目63単位、選択科目33単位以上、合計96単位以上を履修すること。
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）のうち、26単位（行政法・商法受験型）もし
くは24単位（民訴法・刑訴法受験型）を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、それぞ
れ下記の単位数以上を履修すること。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除された科目がある
場合は、下記の必修科目単位数のうち、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目37単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目39単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）26単位（行政法・商法受験型）もしくは24単
位（民訴法・刑訴法受験型）のうち特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修を免除され
なかった科目がある者は、当該免除されなかった科目及び受験型によりそれぞれ下記の科目を履修する
こと。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除された科目がある場合は、下記の必修科目単位数
のうち、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目37単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目39単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　＊選択科目については、次表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。
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修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 30

63

96

Ｂ群 6
Ｃ群 27

選択科目

Ａ群 ２類

33

Ｃ群 １類
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群

Ｄ群 １類 ４以上
12以上２類

Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類

年次別最高（最低）登録単位数
　⑴　�年間の登録単位数は、以下の単位数を限度とし、かつ、１学期（春学期または秋学期）の登録単位数

は、22単位を限度とする。ただし、法学未修者３年次生、法学既修者２年次生ついては、１学期（春
学期または秋学期）の登録単位数は25単位を限度とする。

第１年次 第２年次 第３年次
法学未修者として入学した者 36単位 36単位（注２） 44単位
法学既修者として入学した者 36単位（注１） 44単位

（注１）�法学既修者については、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必修科目）がある場合、第１年次に限っ
て、当該科目の単位分について（４単位が上限）、36単位を超えて登録することができる。

（注２）�法学未修者１年次から２年次に進級した者で、再履修が必要なＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、
当該科目について４単位を上限として、36単位を超えて登録することができる。

　⑵　１学期（春学期または秋学期）の最低登録単位数は１単位とする。
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法務専攻（2020年度生）

登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ａ群　基礎科目
〔必修科目〕
61200041 憲法講義Ⅰ ２ 松本　哲治 １

登録できない
春学期 ２

61200042 憲法講義Ⅱ ２ 御幸　聖樹 １ 秋学期 ２
61200043 行政法講義（総論） ２ 横田　光平 １ 1 春学期 ２
61202004 刑法講義Ⅰ（総論） ２ 十河　太朗 １

登
録
で
き
な
い

春学期 ２
61202005 刑法講義Ⅱ（各論） ２ 松原　久利 １ 秋学期 ２
61202006 民法講義Ⅰ（総則） ２ 佐久間　毅 １ 春学期 ２
61202015 民法講義Ⅱ（物権法） ２ 佐久間　毅 １ 秋学期 ２
61202016 民法講義Ⅲ（契約法Ⅰ） ２ 深谷　　格 １ 春学期 ２
61202017 民法講義Ⅳ（契約法Ⅱ） ２ 佐々木典子 １ 秋学期 ２
61202018 民法講義Ⅴ ( 不法行為法） ２ 西内　康人 １ 春学期 ２
61202019 民法講義Ⅵ（家族法） ２ 神谷　　遊 １ 秋学期 ２
61202026 商法講義Ⅰ ２ 山下　友信 １ 1 春学期 ２
61202027 商法講義Ⅱ ２ 山下　友信 １ 1 秋学期 ２
61202012 刑事訴訟法講義 ２ 洲見　光男 ２ 1 春学期 ２
61200044 民事訴訟法講義 ２ 園田　賢治 ２ 1 春学期 ２
原則として、法学既修者で履修を免除されなかった科目がある者は、当該科目を１年次に登録・履修しなければならない。
〔選択科目〕
Ａ群１類

61200032 法学基礎講義 ２ 浅野　有紀 １ 登録できない 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ａ群２類
61200071 憲法基礎演習Ⅰ 1 松本　哲治 1～ １～ 春学期 隔週2
61200072 憲法基礎演習Ⅱ 1 御幸　聖樹 1～ １～ 秋学期 隔週2
61200073 行政法基礎演習 1 松村　　享 ２～ １～ 春学期 隔週2
61200074 刑法基礎演習Ⅰ 1 十河　太朗 1～ １～ 春学期 隔週2
61200075 刑法基礎演習Ⅱ 1 十河　太朗 1～ １～ 秋学期 隔週2
61200076 民法基礎演習Ⅰ 1 佐々木典子 1～ １～ 春学期 隔週2
61200077 民法基礎演習Ⅱ 1 佐々木典子 1～ １～ 秋学期 隔週2

商法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～
刑事訴訟法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～

61200080 民事訴訟法基礎演習 1 川嶋　四郎 ２～ １～ 春学期 隔週2
Ｂ群　法曹基本科目
〔必修科目〕� ※指定されたクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61202051
001 刑事訴訟実務の基礎① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

002 刑事訴訟実務の基礎② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

61202052
001 民事訴訟実務の基礎① ２ 深谷　　格

棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

002 民事訴訟実務の基礎② ２ 佐々木典子
棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

61202053

001 法曹倫理① ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２

002 法曹倫理② ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２

─429 ─



登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
〔選択科目〕
Ｂ群１類

61200062 法情報調査・文書作成入門 ２ 浅野　有紀 １ １ 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ｂ群２類　応用ゼミ
応用ゼミ（法曹基本）� （本年度休講）

Ｃ群　基幹科目
〔必修科目〕

※指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。
※備考欄に＊印のある科目は京都大学単位互換対象科目。詳細は登録要領を参照。

61200105

001 憲法演習Ⅰ① ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２
002 憲法演習Ⅰ② ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
003 憲法演習Ⅰ③ ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
004 憲法演習Ⅰ④ ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２

61200109
001 憲法演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験対象者クラス
002 憲法演習Ⅱ② 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 憲法演習Ⅱ③ 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200107

001 行政法演習Ⅰ① ２ 横田　光平 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 行政法演習Ⅰ② ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 行政法演習Ⅰ③ ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 行政法演習Ⅰ④ ２ 横田　光平 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200110
001 行政法演習Ⅱ① 1 横田　光平 ２ １ 秋学期前半 ２ 在学中受験者

対象クラス
002 行政法演習Ⅱ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期前半 ２
003 行政法演習Ⅱ③ 1 横田　光平 ３ ２ 春学期前半 ２

61200124
001 刑法演習Ⅰ① ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２
002 刑法演習Ⅰ② ２ 十河　太朗 ２ １ 春学期 ２
003 刑法演習Ⅰ③ ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２

61200125
001 刑法演習Ⅱ① ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊
002 刑法演習Ⅱ② ２ 松原　久利 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 刑法演習Ⅱ③ ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200126

001 刑事訴訟法演習Ⅰ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅰ② ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２
004 刑事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２

61200127

001 刑事訴訟法演習Ⅱ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅱ② ２
濵田　　毅

３ ２ 春学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅱ③ ２

洲見　光男
３ ２ 春学期 ２

004 刑事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 ２

61200171

001 民法演習Ⅰ① ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験

者を含む

002 民法演習Ⅰ② ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２

003 民法演習Ⅰ③ ２ 佐々木典子
西村　　学 ２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200172

001 民法演習Ⅱ① ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅱ② ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅱ③ ２ 佐久間　毅
梅澤　　匠 ２ １ 秋学期 ２

61200173

001 民法演習Ⅲ① ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅲ② ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅲ③ ２ 深谷　　格
小國　隆輔 ２ １ 秋学期 ２

61200145

001 商法演習Ⅰ① ２ 山下　友信 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 商法演習Ⅰ② ２ 山下　友信 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 商法演習Ⅰ③ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 商法演習Ⅰ④ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200146
001 商法演習Ⅱ① 1 山下　友信 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験者対象クラス
002 商法演習Ⅱ② 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 商法演習Ⅱ③ 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2

61200176

001 民事訴訟法演習Ⅰ① ２ 林　　昭一 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅰ② ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200177

001 民事訴訟法演習Ⅱ① ２ 園田　賢治 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅱ③ ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊
005 民事訴訟法演習Ⅱ⑤ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊

006 民事訴訟法演習Ⅱ⑥ ２ 園田　賢治 ３ ２ 秋学期 ２
再履修者及び
春学期休学者
に限る＊

〔選択科目〕
Ｃ群１類　総合演習� ※備考欄に＊印のある科目は指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61200116
001 憲法総合演習Ⅰ① 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅰ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200117
001 憲法総合演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅱ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200118
001 行政法総合演習Ⅰ① 1 横田　光平 ３ ２ 春学期後半 ２
002 行政法総合演習Ⅰ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期後半 ２

61200119 行政法総合演習Ⅱ 1 佐伯　祐二 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200142
001 刑法総合演習① 1 松原　久利 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 刑法総合演習② 1 四方　　奨 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200144 刑事訴訟法総合演習 ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 ２

61200178
001 民法総合演習Ⅰ① ２ 佐久間　毅

中井　俊輔 ３ ２ 春学期 ２ ＊

002 民法総合演習Ⅰ② ２ 佐久間　毅
山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 ２ ＊
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200179 民法総合演習Ⅱ 1
佐久間　毅
深谷　　格
佐々木典子

３ ２ 秋学期 隔週2

61200168 民事訴訟法総合演習 ２ 園田　賢治 ３ ２ 秋学期 ２

61200170
001 商法総合演習① 1 山下　友信 ３ ２ 春学期 隔週2 ＊
002 商法総合演習② 1 木下　孝治 ３ ２ 春学期 隔週2 ＊

Ｃ群２類
61200181 刑法特講Ⅰ ２ 十河　太朗 ２～ １～ 春学期 ２
61200182 刑法特講Ⅱ ２ 松原　久利 ２～ １～ 春学期 ２

61200601 家族法 ２ 森山　浩江
渡邉　泰彦 ３ ２ 秋学期 ２

61200196 商行為法・手形法 ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２
61200602 会社法特講Ⅰ ２ 山下　友信 ２～ １～ 春学期 ２
61200603 会社法特講Ⅱ ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２
61200190 民事訴訟法特講 ２ 岡田　幸宏 ２～ １～ 春学期 ２
Ｄ群およびＥ群から計12単位以上を選択履修すること。
Ｄ群　展開・先端科目Ⅰ
〔選択科目〕
Ｄ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｄ群１類
61200201 労働法Ⅰ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 春学期 ２
61200202 労働法Ⅱ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 秋学期 ２
61200241 労働法総合演習 ２ 植村　　新 ３ ２ 秋学期 ２
61200249 知的財産法Ⅰ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 春学期 ２
61200250 知的財産法Ⅱ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 秋学期 ２
61200251 知的財産法Ⅲ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 春学期 ２
61200252 知的財産法Ⅳ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 秋学期 ２
61200204 経済法Ⅰ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200205 経済法Ⅱ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200222 経済法Ⅲ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200242 経済法総合演習 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200223 環境法Ⅰ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 ２
61200224 環境法Ⅱ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 集中
61200243 環境法総合演習 ２ 島村　　健 ３ ２ 秋学期 ２

61200226
001 租税法Ⅰ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 春学期 ２
002 租税法Ⅰ② ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２

61200227
001 租税法Ⅱ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２
002 租税法Ⅱ② ２ 占部　裕典 ３ ２ 春学期 ２

61200244
001 租税法総合演習① ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
002 租税法総合演習② ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２

61200212 救済手続法 ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２
61200237 倒産法Ⅰ ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２

61200238
001 倒産法Ⅱ① ２ 中西　　正 ２～ １～ 秋学期 ２
002 倒産法Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２

61200245 倒産法総合演習 ２ 野村　祥子 ３ ２ 春学期 ２

国際法Ⅰ ２ （本年度休講） ２～ １～ 京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。国際法Ⅱ ２ （本年度休講） ２～ １～

61200246 国際法総合演習 ２ 繁田　泰宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200232 国際私法Ⅰ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200233 国際私法Ⅱ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
61200363 国際民事訴訟法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200324 国際動産取引法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
Ｄ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（展開・先端Ⅰ） （本年度休講）

Ｅ群　展開・先端科目Ⅱ
〔選択科目〕
Ｅ群１類
61200371 地方自治法 ２ 松村　　享 ２～ １～ 秋学期 隔週4
61200372 情報法 ２ 佐伯　彰洋 ２～ １～ 秋学期 ２
61200301 刑事政策 ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 春学期 ２
61200302 クリミナル・ジャスティス・システム ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 秋学期 ２

金融担保法 ２ （本年度休講） ２～ １～

61200608 信託法 ２ 佐久間　毅 ２～ １～ 春学期 ２
公益財団法人トラ
スト未来フォーラ
ム寄付講座

61200213 ADR法 ２ 川嶋　四郎 ３ ２ 秋学期 ２
61200211 保険法 ２ 山下　友信 ２～ １～ 秋学期 ２

コーポレート・ガバナンス ２ （本年度休講） ２～ １～
61200342 コーポレート・ファイナンス ２ 阿多　博文 ２～ １～ 秋学期 ２
61200343 企業結合法（Ｍ＆Ａ） ２ 阿多　博文 ３ ２ 秋学期 ２

労災補償法 ２ （本年度休講） ２～ １～
61200364 国際環境法 ２ 繁田　泰宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200365 国際租税法 ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
61200230 国際人権法 ２ 戸田　五郎 ３ ２ 春学期 ２
61200231 国際経済法 ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200611 競争法の国際比較 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２

61200612 国際民事紛争処理の実務 ２ 宮武　雅子�
James�Claxton ２～ １～ 春学期 ２

61200613 ビジネス法務調査とプレゼンテーション 1 児島　幸良 ２～ １～ 春学期 隔週4

応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑬を未履
修の場合のみ登録
履修できる

61200614 ブロックチェーン・暗号資産法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 2
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑭を未履
修の場合のみ登録
履修できる

Ｅ群２類　応用ゼミ

61201315 015 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑮
－社内弁護士実務の現状と課題－ 1 竹本　綾世 ２～ １～ 秋学期 隔週2

61201316 016 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑯
－法律事務所経営論－ 1 藤本　一郎 ２～ １～ 春学期 隔週2

Ｆ群およびＧ群から計６単位以上を選択履修すること。
Ｆ群　外国法科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｆ群１類
61200451 アメリカン・リーガルシステム ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 春学期 2
61200465 アメリカ契約法・英文契約実務 ２ Colin.P.A.Jones ２～ １～ 秋学期 2
61200456 アメリカビジネス法 ２ 釜田　薫子 １～ １～ 秋学期 2

EU法 ２ （本年度休講） 1～ １～
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。

61200466 アジア法Ⅰ ２ 藤本　一郎 ２～ １～ 秋学期 ２
61200467 アジア法Ⅱ ２ 權　　鍾浩 1～ １～ 秋学期 集中
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
外国法実地研修Ａ ２ （本年度休講） 1～ １～

61200462 外国法実地研修Ｂ ２ 佐々木典子 1～ １～ 春学期 集中 ＊研修費（旅費等）
が必要

61200463

001 海外インターンシップ① ２ （本年度休講） 1～ １～

002 海外インターンシップ② ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 秋学期 集中

異なる法域における
研修の場合は、２回ま
で登録履修できる。
＊研修費（旅費等）
が必要

外国法特別セミナー 1 （本年度休講） 1～ １～
61200757 057 外国法特別セミナー57 ２ Michael�A.Lawrence 1～ １～ 春学期 集中

外国法特別セミナー ３ （本年度休講） 1～ １～
Ｆ群２類　応用ゼミ

61201414 014 応用ゼミ（外国法）⑭
－アメリカ司法試験科目の基本－ ２ Colin.P.A.Jones ３ ２ 秋学期 ２

Ｇ群　基礎法・隣接科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｇ群１類
61200501 法理学 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 秋学期 ２

61200502 比較法文化論Ⅰ ２ 浅野　有紀
戒能　通弘 1～ １～ 春学期 ２

61200503 比較法文化論Ⅱ ２ 角田　猛之 1～ １～ 秋学期 ２
61200504 法社会学 ２ 木下麻奈子 1～ １～ 秋学期 ２
61200506 現代人権論 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 春学期 ２
Ｇ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（基礎法・隣接） ２ （本年度休講） １～ １～
Ｈ群　実務関連科目
〔選択科目〕
Ｈ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｈ群１類

61200555
001 刑事模擬裁判① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ３ ２ 春学期 2

002 刑事模擬裁判② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ３ ２ 春学期 2

61200556 民事模擬裁判 ２ 田川　直之 ２～ １～ 秋学期 2

61200552
001 クリニック① ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 2
002 クリニック② ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 2
003 クリニック③ ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 2

61200606

001 エクスターンシップⅠ① ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 2

前年度３月に研
修を行う者対象
＊実習料が必要

002 エクスターンシップⅠ② ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 2

8月・9月に研修
を行う者対象
＊実習料が必要

61200607 エクスターンシップⅡ ２ 阿多　博文 ３ ２ 春学期 2 企業法務・自治
体法務での研修

61200061 公法実務の基礎 ２ 齋藤　亮介
山﨑　浩一 ２～ １～ 秋学期 2

Ｈ群２類
法律文書作成 ２ （本年度休講） ３ ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200563 法律実務演習（民事法） ２
深谷　　格
林　　昭一
木下　孝治

３ ２ 春・秋学期 ２

2021年度以前既
修者・2020年度以
前未修者対象。
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。
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履修条件一覧表（2020年度生）

法学未修者として入学した者
〔選択科目〕

科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ ２～ 経済法Ⅰを履修済，または同時に登録すること。

労働法Ⅱ ２～ 労働法Ⅰを履修済，または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ ２～ 知的財産法Ⅲを履修済，または同時に登録すること。

法学既修者として入学した者
〔必修科目〕
　入学試験における法律科目試験及び履修免除試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必
修科目）がある場合は、当該科目を履修すること。法律科目試験及び履修免除試験の科目と履修を免除され
ないＡ群基礎科目（必修科目）の対応関係は下記のとおりとする。
法律科目試験・履修免除試験科目 履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）

行政法 行政法講義（総論）

商法 商法講義Ⅰ，商法講義Ⅱ

刑事訴訟法 刑事訴訟法講義

民事訴訟法 民事訴訟法講義

〔選択科目〕
科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ １～ 経済法Ⅰを履修済，または同時に登録すること。

労働法Ⅱ １～ 労働法Ⅰを履修済，または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ １～ 知的財産法Ⅲを履修済，または同時に登録すること。
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履修方法（2020年度生）

・法学未修者として入学した者
　必修科目63単位、選択科目33単位以上、合計96単位以上を履修すること。
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 30

63

96

Ｂ群 6
Ｃ群 27

選択科目

Ａ群 ２類

33

Ｃ群
１類
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群

Ｄ群
１類 ４以上

12以上２類
Ｅ群
Ｆ群 ２以上

６以上
Ｇ群 ２以上

Ｈ群
１類 ４以上
２類

・法学既修者として入学した者
　必修科目63単位、選択科目33単位以上、合計96単位以上を履修すること。
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）のうち、26単位（行政法・商法受験型）もし
くは24単位（民訴法・刑訴法受験型）を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、それぞ
れ下記の単位数以上を履修すること。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除された科目がある
場合は、下記の必修科目単位数のうち、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目37単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目39単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）26単位（行政法・商法受験型）もしくは24単
位（民訴法・刑訴法受験型）のうち特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修を免除され
なかった科目がある者は、当該免除されなかった科目及び受験型によりそれぞれ下記の科目を履修する
こと。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除された科目がある場合は、下記の必修科目単位数
のうち、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目37単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目39単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群27単位）、選択科目33単位以上を履修
　　＊選択科目については、次表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

─437 ─



修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 30

63

96

Ｂ群 6
Ｃ群 27

選択科目

Ａ群 ２類

33

Ｃ群 １類
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群

Ｄ群 １類 ４以上
12以上２類

Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類

年次別最高（最低）登録単位数
　⑴　�年間の登録単位数は、以下の単位数を限度とし、かつ、１学期（春学期または秋学期）の登録単位数

は、22単位を限度とする。ただし、法学未修者３年次生、法学既修者２年次生ついては、１学期（春
学期または秋学期）の登録単位数は25単位を限度とする。

第１年次 第２年次 第３年次
法学未修者として入学した者 36単位 36単位（注２） 44単位
法学既修者として入学した者 36単位（注１） 44単位

（注１）�法学既修者については、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必修科目）がある場合、第１年次に限っ
て、当該科目の単位分について（４単位が上限）、36単位を超えて登録することができる。

（注２）�法学未修者１年次から２年次に進級した者で、再履修が必要なＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、
当該科目について４単位を上限として、36単位を超えて登録することができる。

　⑵　１学期（春学期または秋学期）の最低登録単位数は１単位とする。
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法務専攻（2019年度生、2018年度生）

登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ａ群　基礎科目
〔必修科目〕
61200041 憲法講義Ⅰ ２ 松本　哲治 １ 登

録
で
き
な
い

春学期 ２
61200042 憲法講義Ⅱ ２ 御幸　聖樹 １ 秋学期 ２
61200071 憲法基礎演習Ⅰ 1 松本　哲治 1～ 春学期 隔週2
61200072 憲法基礎演習Ⅱ 1 御幸　聖樹 1～ 秋学期 隔週2
61200043 行政法講義（総論） ２ 横田　光平 １ 1 春学期 ２
61202004 刑法講義Ⅰ（総論） ２ 十河　太朗 １

登
録
で
き
な
い

春学期 ２
61202005 刑法講義Ⅱ（各論） ２ 松原　久利 １ 秋学期 ２
61200074 刑法基礎演習Ⅰ 1 十河　太朗 1～ 春学期 隔週2
61200075 刑法基礎演習Ⅱ 1 十河　太朗 1～ 秋学期 隔週2
61202006 民法講義Ⅰ（総則） ２ 佐久間　毅 １ 春学期 ２
61202015 民法講義Ⅱ（物権法） ２ 佐久間　毅 １ 秋学期 ２
61202016 民法講義Ⅲ（契約法Ⅰ） ２ 深谷　　格 １ 春学期 ２
61202017 民法講義Ⅳ（契約法Ⅱ） ２ 佐々木典子 １ 秋学期 ２
61202018 民法講義Ⅴ ( 不法行為法） ２ 西内　康人 １ 春学期 ２
61202019 民法講義Ⅵ（家族法） ２ 神谷　　遊 １ 秋学期 ２
61200076 民法基礎演習Ⅰ 1 佐々木典子 1～ 春学期 隔週2
61200077 民法基礎演習Ⅱ 1 佐々木典子 1～ 秋学期 隔週2
61202026 商法講義Ⅰ ２ 山下　友信 １ 1 春学期 ２
61202027 商法講義Ⅱ ２ 山下　友信 １ 1 秋学期 ２
61202012 刑事訴訟法講義 ２ 洲見　光男 ２ 1 春学期 ２
61200044 民事訴訟法講義 ２ 園田　賢治 ２ 1 春学期 ２
原則として、法学既修者で履修を免除されなかった科目がある者は、当該科目を１年次に登録・履修しなければならない。
〔選択科目〕
Ａ群１類

61200032 法学基礎講義 ２ 浅野　有紀 １ 登録できない 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ａ群２類
61200073 行政法基礎演習 1 松村　　享 ２～ １～ 春学期 隔週2

商法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～
刑事訴訟法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～

61200080 民事訴訟法基礎演習 1 川嶋　四郎 ２～ １～ 春学期 隔週2
Ｂ群　法曹基本科目
〔必修科目〕� ※指定されたクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61202051
001 刑事訴訟実務の基礎① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

002 刑事訴訟実務の基礎② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

61202052
001 民事訴訟実務の基礎① ２ 深谷　　格

棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

002 民事訴訟実務の基礎② ２ 佐々木典子
棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

61202053

001 法曹倫理① ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２

002 法曹倫理② ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
〔選択科目〕
Ｂ群１類

61200062 法情報調査・文書作成入門 ２ 浅野　有紀 １ １ 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ｂ群２類　応用ゼミ
応用ゼミ（法曹基本）� （本年度休講）

Ｃ群　基幹科目
〔必修科目〕

※指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。
※備考欄に＊印のある科目は京都大学単位互換対象科目。詳細は登録要領を参照。

61200105

001 憲法演習Ⅰ① ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２
002 憲法演習Ⅰ② ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
003 憲法演習Ⅰ③ ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
004 憲法演習Ⅰ④ ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２

61200109
001 憲法演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験対象者クラス
002 憲法演習Ⅱ② 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 憲法演習Ⅱ③ 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200107

001 行政法演習Ⅰ① ２ 横田　光平 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 行政法演習Ⅰ② ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 行政法演習Ⅰ③ ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 行政法演習Ⅰ④ ２ 横田　光平 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200110
001 行政法演習Ⅱ① 1 横田　光平 ２ １ 秋学期前半 ２ 在学中受験者

対象クラス
002 行政法演習Ⅱ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期前半 ２
003 行政法演習Ⅱ③ 1 横田　光平 ３ ２ 春学期前半 ２

61200124
001 刑法演習Ⅰ① ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２
002 刑法演習Ⅰ② ２ 十河　太朗 ２ １ 春学期 ２
003 刑法演習Ⅰ③ ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２

61200125
001 刑法演習Ⅱ① ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊
002 刑法演習Ⅱ② ２ 松原　久利 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 刑法演習Ⅱ③ ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200126

001 刑事訴訟法演習Ⅰ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅰ② ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２
004 刑事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２

61200127

001 刑事訴訟法演習Ⅱ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅱ② ２
濵田　　毅

３ ２ 春学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅱ③ ２

洲見　光男
３ ２ 春学期 ２

004 刑事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 ２

61200171

001 民法演習Ⅰ① ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験

者を含む

002 民法演習Ⅰ② ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２

003 民法演習Ⅰ③ ２ 佐々木典子
西村　　学 ２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200172

001 民法演習Ⅱ① ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅱ② ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅱ③ ２ 佐久間　毅
梅澤　　匠 ２ １ 秋学期 ２

61200173

001 民法演習Ⅲ① ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅲ② ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅲ③ ２ 深谷　　格
小國　隆輔 ２ １ 秋学期 ２

61200175

001 商法演習① ２ 山下　友信 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 商法演習② ２ 山下　友信 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 商法演習③ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 商法演習④ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200176

001 民事訴訟法演習Ⅰ① ２ 林　　昭一 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅰ② ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200177

001 民事訴訟法演習Ⅱ① ２ 園田　賢治 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅱ③ ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 園田��賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊
005 民事訴訟法演習Ⅱ⑤ ２ 園田��賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊

006 民事訴訟法演習Ⅱ⑥ ２ 園田��賢治 ３ ２ 秋学期 ２
再履修者及び
春学期休学者
に限る＊

〔選択科目〕
Ｃ群１類から２単位以上を選択履修すること。
Ｃ群１類　総合演習� ※備考欄に＊印のある科目は指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61200116
001 憲法総合演習Ⅰ① 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅰ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200117
001 憲法総合演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅱ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200118
001 行政法総合演習Ⅰ① 1 横田　光平 ３ ２ 春学期後半 ２
002 行政法総合演習Ⅰ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期後半 ２

61200119 行政法総合演習Ⅱ 1 佐伯　祐二 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200142
001 刑法総合演習① 1 松原　久利 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 刑法総合演習② 1 四方　　奨 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200143 刑事訴訟法総合演習 1 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200178
001 民法総合演習Ⅰ① ２ 佐久間　毅

中井　俊輔 ３ ２ 春学期 ２ ＊

002 民法総合演習Ⅰ② ２ 佐久間　毅
山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 ２ ＊

61200179 民法総合演習Ⅱ 1
佐久間　毅
深谷　　格
佐々木典子

３ ２ 秋学期 隔週2

61200168 民事訴訟法総合演習 ２ 園田��賢治 ３ ２ 秋学期 ２
61200169 商法総合演習 ２ 木下　孝治 ３ ２ 春学期 ２ ＊
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ｃ群２類
61200181 刑法特講Ⅰ ２ 十河　太朗 ２～ １～ 春学期 ２
61200182 刑法特講Ⅱ ２ 松原　久利 ２～ １～ 春学期 ２

61200601 家族法 ２ 森山　浩江
渡邉��泰彦 ３ ２ 秋学期 ２

61200196 商行為法・手形法 ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２
61200602 会社法特講Ⅰ ２ 山下　友信 ２～ １～ 春学期 ２
61200603 会社法特講Ⅱ ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２

捜査・公判法Ⅰ ２ （本年度休講） ２～ １～
捜査・公判法Ⅱ ２ （本年度休講） ２～ １～

61200190 民事訴訟法特講 ２ 岡田　幸宏 ２～ １～ 春学期 ２
Ｄ群およびＥ群から計12単位以上を選択履修すること。
Ｄ群　展開・先端科目Ⅰ
〔選択科目〕
Ｄ群１類
61200201 労働法Ⅰ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 春学期 ２
61200202 労働法Ⅱ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 秋学期 ２
61200241 労働法総合演習 ２ 植村　　新 ３ ２ 秋学期 ２
61200249 知的財産法Ⅰ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 春学期 ２
61200250 知的財産法Ⅱ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 秋学期 ２
61200251 知的財産法Ⅲ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 春学期 ２
61200252 知的財産法Ⅳ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 秋学期 ２
61200204 経済法Ⅰ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200205 経済法Ⅱ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200222 経済法Ⅲ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200242 経済法総合演習 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200223 環境法Ⅰ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 ２
61200224 環境法Ⅱ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 集中
61200243 環境法総合演習 ２ 島村　　健 ３ ２ 秋学期 ２

61200226
001 租税法Ⅰ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 春学期 ２
002 租税法Ⅰ② ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２

61200227
001 租税法Ⅱ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２
002 租税法Ⅱ② ２ 占部　裕典 ３ ２ 春学期 ２

61200244
001 租税法総合演習① ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
002 租税法総合演習② ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２

61200212 救済手続法 ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２
61200237 倒産法Ⅰ ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２

61200238
001 倒産法Ⅱ① ２ 中西　　正 ２～ １～ 秋学期 ２
002 倒産法Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２

61200245 倒産法総合演習 ２ 野村　祥子 ３ ２ 春学期 ２

国際法Ⅰ ２ （本年度休講） ２～ １～ 京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。国際法Ⅱ ２ （本年度休講） ２～ １～

61200246 国際法総合演習 ２ 繁田　泰宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200232 国際私法Ⅰ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200233 国際私法Ⅱ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
61200363 国際民事訴訟法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200324 国際動産取引法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
Ｄ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（展開・先端Ⅰ） （本年度休講）
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ｅ群　展開・先端科目Ⅱ
〔選択科目〕
Ｅ群１類
61200371 地方自治法 ２ 松村　　享 ２～ １～ 秋学期 隔週4
61200372 情報法 ２ 佐伯　彰洋 ２～ １～ 秋学期 ２
61200301 刑事政策 ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 春学期 ２
61200302 クリミナル・ジャスティス・システム ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 秋学期 ２

金融担保法 ２ （本年度休講） ２～ １～

61200608 信託法 ２ 佐久間　毅 ２～ １～ 春学期 ２
公益財団法人トラ
スト未来フォーラ
ム寄付講座

61200213 ADR法 ２ 川嶋　四郎 ３ ２ 秋学期 ２
61200211 保険法 ２ 山下　友信 ２～ １～ 秋学期 ２

銀行取引法 ２ （本年度休講） ２～ １～ 春学期 ２
金融商品取引法 ２ （本年度休講） ２～ １～ 春学期 ２
コーポレート・ガバナンス ２ （本年度休講） ２～ １～

61200342 コーポレート・ファイナンス ２ 阿多　博文 ２～ １～ 秋学期 ２
61200343 企業結合法（Ｍ＆Ａ） ２ 阿多　博文 ３ ２ 秋学期 ２

労災補償法 ２ （本年度休講） ２～ １～
61200364 国際環境法 ２ 繁田　泰宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200365 国際租税法 ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
61200230 国際人権法 ２ 戸田　五郎 ３ ２ 春学期 ２
61200231 国際経済法 ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200611 競争法の国際比較 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２

61200612 国際民事紛争処理の実務 ２ 宮武　雅子�
James�Claxton ２～ １～ 春学期 ２

61200613 ビジネス法務調査とプレゼンテーション 1 児島　幸良 ２～ １～ 春学期 隔週4
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑬を未履
修の場合のみ登録
履修できる

61200614 ブロックチェーン・暗号資産法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑭を未履
修の場合のみ登録
履修できる

Ｅ群２類　応用ゼミ

61201315 015 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑮
－社内弁護士実務の現状と課題－ 1 竹本　綾世 ２～ １～ 秋学期 隔週2

61201316 016 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑯
－法律事務所経営論－ 1 藤本　一郎 ２～ １～ 春学期 隔週2

Ｆ群およびＧ群から計６単位以上を選択履修すること。
Ｆ群　外国法科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｆ群１類
61200451 アメリカン・リーガルシステム ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 春学期
61200465 アメリカ契約法・英文契約実務 ２ Colin.P.A.Jones ２～ １～ 秋学期
61200456 アメリカビジネス法 ２ 釜田　薫子 １～ １～ 秋学期

EU法 ２ （本年度休講） 1～ １～
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。

61200466 アジア法Ⅰ ２ 藤本　一郎 ２～ １～ 秋学期 2
61200467 アジア法Ⅱ ２ 權　　鍾浩 1～ １～ 秋学期 集中

外国法実地研修Ａ ２ （本年度休講） 1～ １～
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200462 外国法実地研修Ｂ ２ 佐々木典子 1～ １～ 春学期 集中 ＊研修費（旅費等）
が必要

61200463

001 海外インターンシップ① ２ （本年度休講） 1～ １～

002 海外インターンシップ② ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 秋学期 集中

異なる法域における
研修の場合は、２回ま
で登録履修できる。
＊研修費（旅費等）
が必要

外国法特別セミナー 1 （本年度休講） 1～ １～
61200757 057 外国法特別セミナー57 ２ Michael�A.Lawrence 1～ １～ 春学期 集中

外国法特別セミナー ３ （本年度休講） 1～ １～
Ｆ群２類　応用ゼミ

61201414 014 応用ゼミ（外国法）⑭
－アメリカ司法試験科目の基本－ ２ Colin.P.A.Jones ３ ２ 秋学期 ２

Ｇ群　基礎法・隣接科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｇ群１類
61200501 法理学 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 秋学期 ２

61200502 比較法文化論Ⅰ ２ 浅野　有紀
戒能　通弘 1～ １～ 春学期 ２

61200503 比較法文化論Ⅱ ２ 角田　猛之 1～ １～ 秋学期 ２
61200504 法社会学 ２ 木下麻奈子 1～ １～ 秋学期 ２
61200506 現代人権論 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 春学期 ２
Ｇ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（基礎法・隣接） ２ （本年度休講） １～ １～
Ｈ群　実務関連科目
〔選択科目〕
Ｈ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｈ群１類

61200555
001 刑事模擬裁判① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ３ ２ 春学期 ２

002 刑事模擬裁判② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ３ ２ 春学期 ２

61200556 民事模擬裁判 ２ 田川　直之 ２～ １～ 秋学期 ２

61200552
001 クリニック① ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 ２
002 クリニック② ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 ２
003 クリニック③ ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 ２

61200606

001 エクスターンシップⅠ① ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 ２

前年度３月に研
修を行う者対象
＊実習料が必要

002 エクスターンシップⅠ② ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 ２

8月・9月に研修
を行う者対象
＊実習料が必要

61200607 エクスターンシップⅡ ２ 阿多　博文 ３ ２ 春学期 ２ 企業法務・自治
体法務での研修

61200061 公法実務の基礎 ２ 齋藤　亮介
山﨑　浩一 ２～ １～ 秋学期 ２

Ｈ群２類
法律文書作成 ２ （本年度休講） ３ ２

61200563 法律実務演習（民事法） ２
深谷　　格
林　　昭一
木下　孝治

３ ２ 春・秋学期 ２

2021年度以前既
修者・2020年度以
前未修者対象。
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。
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履修条件一覧表（2019年度生、2018年度生）

法学未修者として入学した者
〔選択科目〕

科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ 2～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ 2～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ 2～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。

法学既修者として入学した者
〔必修科目〕
　入学試験における法律科目試験及び履修免除試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必
修科目）がある場合は、当該科目を履修すること。法律科目試験及び履修免除試験の科目と履修を免除され
ないＡ群基礎科目（必修科目）の対応関係は下記のとおりとする。
法律科目試験・履修免除試験科目 履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）

行政法 行政法講義（総論）

商法 商法講義Ⅰ、商法講義Ⅱ

刑事訴訟法 刑事訴訟法講義

民事訴訟法 民事訴訟法講義

〔選択科目〕
科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ 1～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ 1～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ 1～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。
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履修方法（2019年度生、2018年度生）

・法学未修者として入学した者
　必修科目68単位、選択科目34単位以上、合計102単位以上を履修すること。
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 36

68

102

Ｂ群 ６
Ｃ群 26

選択科目

Ａ群 ２類

34

Ｃ群 １類 ２以上
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群
Ｄ群 12以上Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類

・法学既修者として入学した者
　必修科目68単位、選択科目34単位以上、合計102単位以上を履修すること。
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）のうち、32単位（行政法・商法受験型）もしくは
30単位（民訴法・刑訴法受験型）を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、下記の単位数以
上を履修すること。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除されたＡ群基礎科目（必修科目）がある
場合は、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目36単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目38単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）32単位（行政法・商法受験型）もしくは30単位（民
訴法・刑訴法受験型）のうち、特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修を免除されなかった
科目がある者は、当該科目の単位及び下記の単位数以上を履修すること。ただし、履修免除試験の成績によ
り履修を免除されたＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、当該科目の単位を下記の単位から除くものと
する。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目36単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目38単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　＊選択科目については、次表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 36

68

102

Ｂ群 ６
Ｃ群 26

選択科目

Ａ群 ２類

34

Ｃ群 １類 ２以上
２類

Ｂ群

28以上

Ｄ群 12以上Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類
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年次別最高（最低）登録単位数
　⑴　�年間の登録単位数は、以下の単位数を限度とし、かつ、１学期（春学期または秋学期）の登録単位数

は、22単位を限度とする。ただし、法学未修者３年次生、法学既修者２年次生ついては、１学期（春
学期または秋学期）の登録単位数は25単位を限度とする。

第１年次 第２年次 第３年次
法学未修者として入学した者 42単位 36単位（注２） 44単位
法学既修者として入学した者 36単位（注１） 44単位

（注1）�法学既修者については、入学試験における法律科目試験の成績により履修を免除されなかったＡ群基礎科
目（必修科目）がある場合、第１年次に限って、当該科目の単位分について（４単位が上限）、36単位を超
えて登録することができる。

（注2）�法学未修者１年次から２年次に進級した者で、再履修が必要なＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、
当該科目について４単位を上限として、36単位を超えて登録することができる。

　⑵　１学期（春学期または秋学期）の最低登録単位数は１単位とする。
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法務専攻（2017年度生、2016年度生）

登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ａ群　基礎科目
〔必修科目〕
61200041 憲法講義Ⅰ ２ 松本　哲治 １ 登

録
で
き
な
い

春学期 ２
61200042 憲法講義Ⅱ ２ 御幸　聖樹 １ 秋学期 ２
61200071 憲法基礎演習Ⅰ 1 松本　哲治 1～ 春学期 隔週2
61200072 憲法基礎演習Ⅱ 1 御幸　聖樹 1～ 秋学期 隔週2
61200043 行政法講義（総論） ２ 横田　光平 １ 1 春学期 ２
61202004 刑法講義Ⅰ（総論） ２ 十河　太朗 １

登
録
で
き
な
い

春学期 ２
61202005 刑法講義Ⅱ（各論） ２ 松原　久利 １ 秋学期 ２
61200074 刑法基礎演習Ⅰ 1 十河　太朗 1～ 春学期 隔週2
61200075 刑法基礎演習Ⅱ 1 十河　太朗 1～ 秋学期 隔週2
61202006 民法講義Ⅰ（総則） ２ 佐久間　毅 １ 春学期 ２
61202015 民法講義Ⅱ（物権法） ２ 佐久間　毅 １ 秋学期 ２
61202016 民法講義Ⅲ（契約法Ⅰ） ２ 深谷　　格 １ 春学期 ２
61202017 民法講義Ⅳ（契約法Ⅱ） ２ 佐々木典子 １ 秋学期 ２
61202018 民法講義Ⅴ ( 不法行為法） ２ 西内　康人 １ 春学期 ２
61202019 民法講義Ⅵ（家族法） ２ 神谷　　遊 １ 秋学期 ２
61200076 民法基礎演習Ⅰ 1 佐々木典子 1～ 春学期 隔週2
61200077 民法基礎演習Ⅱ 1 佐々木典子 1～ 秋学期 隔週2
61202026 商法講義Ⅰ ２ 山下　友信 １ 1 春学期 ２
61202027 商法講義Ⅱ ２ 山下　友信 １ 1 秋学期 ２
61202012 刑事訴訟法講義 ２ 洲見　光男 ２ 1 春学期 ２
61200044 民事訴訟法講義 ２ 園田　賢治 ２ 1 春学期 ２
原則として、法学既修者で履修を免除されなかった科目がある者は、当該科目を１年次に登録・履修しなければならない。
〔選択科目〕
Ａ群１類

61200032 法学基礎講義 ２ 浅野　有紀 １ 登録できない 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ａ群２類
61200073 行政法基礎演習 1 松村　　享 ２～ １～ 春学期 隔週2

商法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～
刑事訴訟法基礎演習 1 （本年度休講） ２～ １～

61200080 民事訴訟法基礎演習 1 川嶋　四郎 ２～ １～ 春学期 隔週2
Ｂ群　法曹基本科目
〔必修科目〕� ※指定されたクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61202051
001 刑事訴訟実務の基礎① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

002 刑事訴訟実務の基礎② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ２ １ 秋学期 ２

61202052
001 民事訴訟実務の基礎① ２ 深谷　　格

棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

002 民事訴訟実務の基礎② ２ 佐々木典子
棚橋　知子 ２ １ 春学期 ２

61202053

001 法曹倫理① ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２

002 法曹倫理② ２
藤井　康弘
村川　主和
下野　真弓

２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
〔選択科目〕
Ｂ群１類

61200062 法情報調査・文書作成入門 ２ 浅野　有紀 １ １ 春学期 ２
2022年度入学生の
み対象（再履修の
場合は登録可能）

Ｂ群２類　応用ゼミ
応用ゼミ（法曹基本）� （本年度休講）

Ｃ群　基幹科目
〔必修科目〕

※指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。
※備考欄に＊印のある科目は京都大学単位互換対象科目。詳細は登録要領を参照。

61200105

001 憲法演習Ⅰ① ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２
002 憲法演習Ⅰ② ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
003 憲法演習Ⅰ③ ２ 松本　哲治 ２ １ 春学期 ２
004 憲法演習Ⅰ④ ２ 御幸　聖樹 ２ １ 春学期 ２

61200109
001 憲法演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ２ １ 秋学期 隔週2 在学中受験対象者クラス
002 憲法演習Ⅱ② 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
003 憲法演習Ⅱ③ 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200107

001 行政法演習Ⅰ① ２ 横田　光平 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 行政法演習Ⅰ② ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 行政法演習Ⅰ③ ２ 佐伯　祐二 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 行政法演習Ⅰ④ ２ 横田　光平 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200110
001 行政法演習Ⅱ① 1 横田　光平 ２ １ 秋学期前半 ２ 在学中受験者

対象クラス
002 行政法演習Ⅱ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期前半 ２
003 行政法演習Ⅱ③ 1 横田　光平 ３ ２ 春学期前半 ２

61200124
001 刑法演習Ⅰ① ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２
002 刑法演習Ⅰ② ２ 十河　太朗 ２ １ 春学期 ２
003 刑法演習Ⅰ③ ２ 松原　久利 ２ １ 春学期 ２

61200125
001 刑法演習Ⅱ① ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊
002 刑法演習Ⅱ② ２ 松原　久利 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 刑法演習Ⅱ③ ２ 十河　太朗 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200126

001 刑事訴訟法演習Ⅰ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅰ② ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２
004 刑事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 洲見　光男 ２ １ 秋学期 ２

61200127

001 刑事訴訟法演習Ⅱ① ２ 濵田　　毅 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス

002 刑事訴訟法演習Ⅱ② ２
濵田　　毅

３ ２ 春学期 ２
003 刑事訴訟法演習Ⅱ③ ２

洲見　光男
３ ２ 春学期 ２

004 刑事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 ２

61200171

001 民法演習Ⅰ① ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験

者を含む

002 民法演習Ⅰ② ２ 深谷　　格
山畑　博史 ２ １ 春学期 ２

003 民法演習Ⅰ③ ２ 佐々木典子
西村　　学 ２ １ 春学期 ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200172

001 民法演習Ⅱ① ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅱ② ２ 佐久間　毅
藤井　康弘 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅱ③ ２ 佐久間　毅
梅澤　　匠 ２ １ 秋学期 ２

61200173

001 民法演習Ⅲ① ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

002 民法演習Ⅲ② ２ 佐々木典子
中世古裕之 ２ １ 秋学期 ２

003 民法演習Ⅲ③ ２ 深谷　　格
小國　隆輔 ２ １ 秋学期 ２

61200175

001 商法演習① ２ 山下　友信 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 商法演習② ２ 山下　友信 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 商法演習③ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 商法演習④ ２ 木下　孝治 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200176

001 民事訴訟法演習Ⅰ① ２ 林　　昭一 ２ １ 春学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅰ② ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅰ③ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅰ④ ２ 林　　昭一 ２ １ 秋学期 ２ ＊

61200177

001 民事訴訟法演習Ⅱ① ２ 園田　賢治 ２ １ 秋学期 ２ 在学中受験者
対象クラス＊

002 民事訴訟法演習Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
003 民事訴訟法演習Ⅱ③ ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２ ＊
004 民事訴訟法演習Ⅱ④ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊
005 民事訴訟法演習Ⅱ⑤ ２ 園田　賢治 ３ ２ 春学期 ２ ＊

006 民事訴訟法演習Ⅱ⑥ ２ 園田　賢治 ３ ２ 秋学期 ２
再履修者及び
春学期休学者
に限る＊

〔選択科目〕
Ｃ群１類から２単位以上を選択履修すること。
Ｃ群１類　総合演習� ※備考欄に＊印のある科目は指定された習熟度のクラスを登録すること。詳細は登録要領を参照。

61200116
001 憲法総合演習Ⅰ① 1 松本　哲治 ３ ２ 春学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅰ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 春学期 隔週2

61200117
001 憲法総合演習Ⅱ① 1 松本　哲治 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 憲法総合演習Ⅱ② 1 御幸　聖樹 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200118
001 行政法総合演習Ⅰ① 1 横田　光平 ３ ２ 春学期後半 ２
002 行政法総合演習Ⅰ② 1 佐伯　祐二 ３ ２ 春学期後半 ２

61200119 行政法総合演習Ⅱ 1 佐伯　祐二 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200142
001 刑法総合演習① 1 松原　久利 ３ ２ 秋学期 隔週2
002 刑法総合演習② 1 四方　　奨 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200143 刑事訴訟法総合演習 1 洲見　光男 ３ ２ 秋学期 隔週2

61200178
001 民法総合演習Ⅰ① ２ 佐久間　毅

中井　俊輔 ３ ２ 春学期 ２ ＊

002 民法総合演習Ⅰ② ２ 佐久間　毅
山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 ２ ＊

61200179 民法総合演習Ⅱ 1
佐久間　毅
深谷　　格
佐々木典子

３ ２ 秋学期 隔週2

61200168 民事訴訟法総合演習 ２ 園田��賢治 ３ ２ 秋学期 ２
61200169 商法総合演習 ２ 木下　孝治 ３ ２ 春学期 ２ ＊
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ｃ群２類
61200181 刑法特講Ⅰ ２ 十河　太朗 ２～ １～ 春学期 ２
61200182 刑法特講Ⅱ ２ 松原　久利 ２～ １～ 春学期 ２

現代法律行為論 ２ （本年度休講） ２～ １～
法定債権法 ２ （本年度休講） ２～ １～

61200601 家族法 ２ 森山　浩江
渡邉　泰彦 ３ ２ 秋学期 ２

61200196 商行為法・手形法 ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２
61200602 会社法特講Ⅰ ２ 山下　友信 ２～ １～ 春学期 ２
61200603 会社法特講Ⅱ ２ 木下　孝治 ２～ １～ 秋学期 ２

捜査・公判法 ２ （本年度休講） ２～ １～
刑事訴訟法特講 ２ （本年度休講） ２～ １～

61200190 民事訴訟法特講 ２ 岡田　幸宏 ２～ １～ 春学期 ２
Ｄ群およびＥ群から計12単位以上を選択履修すること。
Ｄ群　展開・先端科目Ⅰ
〔選択科目〕
Ｄ群１類
61200201 労働法Ⅰ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 春学期 ２
61200202 労働法Ⅱ ２ 村中　孝史 ２～ １～ 秋学期 ２
61200241 労働法総合演習 ２ 植村　　新 ３ ２ 秋学期 ２
61200249 知的財産法Ⅰ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 春学期 ２
61200250 知的財産法Ⅱ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 秋学期 ２
61200251 知的財産法Ⅲ ２ 小池　眞一 ２～ １～ 春学期 ２
61200252 知的財産法Ⅳ ２ 藤川　義人 ２～ １～ 秋学期 ２
61200204 経済法Ⅰ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200205 経済法Ⅱ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200222 経済法Ⅲ ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200242 経済法総合演習 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200223 環境法Ⅰ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 ２
61200224 環境法Ⅱ ２ 越智　敏裕 ２～ １～ 春学期 集中
61200243 環境法総合演習 ２ 島村　　健 ３ ２ 秋学期 ２

61200226
001 租税法Ⅰ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 春学期 ２
002 租税法Ⅰ② ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２

61200227
001 租税法Ⅱ① ２ 占部　裕典 ２～ １～ 秋学期 ２
002 租税法Ⅱ② ２ 占部　裕典 ３ ２ 春学期 ２

61200244
001 租税法総合演習① ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
002 租税法総合演習② ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２

61200212 救済手続法 ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２
61200237 倒産法Ⅰ ２ 中西　　正 ２～ １～ 春学期 ２

61200238
001 倒産法Ⅱ① ２ 中西　　正 ２～ １～ 秋学期 ２
002 倒産法Ⅱ② ２ 中西　　正 ３ ２ 春学期 ２

61200245 倒産法総合演習 ２ 野村　祥子 ３ ２ 春学期 ２

国際法Ⅰ ２ （本年度休講） ２～ １～ 京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。国際法Ⅱ ２ （本年度休講） ２～ １～

61200246 国際法総合演習 ２ 繁田　泰宏 ２～ １～ 春学期 ２
61200232 国際私法Ⅰ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200233 国際私法Ⅱ ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
61200363 国際民事訴訟法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 春学期 ２
61200324 国際動産取引法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２

─451 ─



登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
Ｄ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（展開・先端Ⅰ） （本年度休講）

Ｅ群　展開・先端科目Ⅱ
〔選択科目〕
Ｅ群１類
61200371 地方自治法 ２ 松村　　享 ２～ １～ 秋学期 隔週4
61200372 情報法 ２ 佐伯　彰洋 ２～ １～ 秋学期 ２
61200301 刑事政策 ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 春学期 ２
61200302 クリミナル・ジャスティス・システム ２ 川崎　友巳 ２～ １～ 秋学期 ２

金融担保法 ２ （本年度休講） ２～ １～
債権法改正特講 ２ （本年度休講） ３ ２

61200608 信託法 ２ 佐久間　毅 ２～ １～ 春学期 ２
公益財団法人トラ
スト未来フォーラ
ム寄付講座

61200213 ADR法 ２ 川嶋　四郎 ３ ２ 秋学期 ２
61200211 保険法 ２ 山下　友信 ２～ １～ 秋学期 ２

銀行取引法 ２ （本年度休講） ２～ １～ 春学期 ２
金融商品取引法 ２ （本年度休講） ２～ １～ 春学期 ２
コーポレート・ガバナンス ２ （本年度休講） ２～ １～

61200342 コーポレート・ファイナンス ２ 阿多　博文 ２～ １～ 秋学期 ２
61200343 企業結合法（Ｍ＆Ａ） ２ 阿多　博文 ３ ２ 秋学期 ２

労災補償法 ２ （本年度休講） ２～ １～
61200364 国際環境法 ２ 繁田　泰宏 ３ ２ 秋学期 ２
61200365 国際租税法 ２ 占部　裕典 ３ ２ 秋学期 ２
61200230 国際人権法 ２ 戸田　五郎 ３ ２ 春学期 ２
61200231 国際経済法 ２ 笠原　　宏 ２～ １～ 秋学期 ２
61200611 競争法の国際比較 ２ 笠原　　宏 ３ ２ 秋学期 ２

61200612 国際民事紛争処理の実務 ２ 宮武　雅子
James�Claxton ２～ １～ 春学期 ２

61200613 ビジネス法務調査とプレゼンテーション 1 児島　幸良 ２～ １～ 春学期 隔週4
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑬を未履
修の場合のみ登録
履修できる

61200614 ブロックチェーン・暗号資産法 ２ 高橋　宏司 ２～ １～ 秋学期 ２
応用ゼミ（展開・
先端Ⅱ）⑭を未履
修の場合のみ登録
履修できる

Ｅ群２類　応用ゼミ

61201315 015 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑮
－社内弁護士実務の現状と課題－ 1 竹本　綾世 ２～ １～ 秋学期 隔週2

61201316 016 応用ゼミ（展開・先端Ⅱ）⑯
－法律事務所経営論－ 1 藤本　一郎 ２～ １～ 春学期 隔週2

Ｆ群およびＧ群から計６単位以上を選択履修すること。
Ｆ群　外国法科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｆ群１類
61200451 アメリカン・リーガルシステム ２ Colin�P.A.Jones １～ １～ 春学期 ２
61200465 アメリカ契約法・英文契約実務 ２ Colin�P.A.Jones ２～ １～ 秋学期 ２
61200456 アメリカビジネス法 ２ 釜田　薫子 １～ １～ 秋学期 2

EU法 ２ （本年度休講） 1～ １～
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。

61200466 アジア法Ⅰ ２ 藤本　一郎 ２～ １～ 秋学期 2
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者
61200467 アジア法Ⅱ ２ 權　　鍾浩 1～ １～ 秋学期 集中

外国法実地研修Ａ ２ （本年度休講） 1～ １～

61200462 外国法実地研修Ｂ ２ 佐々木典子 1～ １～ 春学期 集中 ＊研修費（旅費等）
が必要

61200463

001 海外インターンシップ① ２ （本年度休講） 1～ １～

002 海外インターンシップ② ２ Colin.P.A.Jones 1～ １～ 秋学期 集中

異なる法域における
研修の場合は、２回ま
で登録履修できる。
＊研修費（旅費等）
が必要

外国法特別セミナー 1 （本年度休講） 1～ １～
61200757 057 外国法特別セミナー57 ２ Michael�A.Lawrence 1～ １～ 春学期 集中

外国法特別セミナー ３ （本年度休講） 1～ １～
Ｆ群２類　応用ゼミ

61201414 014 応用ゼミ（外国法）⑭
－アメリカ司法試験科目の基本－ ２ Colin.P.A.Jones ３ ２ 秋学期 ２

Ｇ群　基礎法・隣接科目
〔選択科目〕
２単位以上を選択履修すること。
Ｇ群１類
61200501 法理学 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 秋学期 ２

61200502 比較法文化論Ⅰ ２ 浅野　有紀
戒能　通弘 1～ １～ 春学期 ２

61200503 比較法文化論Ⅱ ２ 角田　猛之 1～ １～ 秋学期 ２
61200504 法社会学 ２ 木下麻奈子 1～ １～ 秋学期 ２
61200506 現代人権論 ２ 浅野　有紀 1～ １～ 春学期 ２
Ｇ群２類　応用ゼミ

応用ゼミ（基礎法・隣接） ２ （本年度休講） １～ １～
Ｈ群　実務関連科目
〔選択科目〕
Ｈ群１類から４単位以上を選択履修すること。
Ｈ群１類

61200555
001 刑事模擬裁判① ２ 濵田　　毅

下野　真弓 ３ ２ 春学期 ２

002 刑事模擬裁判② ２ 濵田　　毅
下野　真弓 ３ ２ 春学期 ２

61200556 民事模擬裁判 ２ 田川　直之 ２～ １～ 秋学期 ２

61200552
001 クリニック① ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 春学期 ２
002 クリニック② ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 ２
003 クリニック③ ２ 山﨑　浩一 ３ ２ 秋学期 ２

61200606

001 エクスターンシップⅠ① ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 ２

前年度３月に研
修を行う者対象
＊実習料が必要

002 エクスターンシップⅠ② ２ 濵田　　毅
久保　祐貴 ３ ２ 春学期 ２

8月・9月に研修
を行う者対象
＊実習料が必要

61200607 エクスターンシップⅡ ２ 阿多　博文 ３ ２ 春学期 ２ 企業法務・自治
体法務での研修

61200061 公法実務の基礎 ２ 齋藤　亮介
山﨑　浩一 ２～ １～ 秋学期 ２

Ｈ群２類
法律文書作成 ２ （本年度休講） ３ ２
法律実務演習（公法） ２ （本年度休講） ３ ２
法律実務演習（刑事法） ２ （本年度休講） ３ ２
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登録コード
科　　　目　　　名 単位 担当者

配当年次
期　間 週時間 備　考

科目 クラス 法学未修者 法学既修者

61200563 法律実務演習（民事法） ２
深谷　　格
林　　昭一
木下　孝治

３ ２ 春・秋学期 ２
京都大学単位互換
対象科目。詳細は
登録要領を参照。
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履修条件一覧表（2017年度生）

法学未修者として入学した者
〔選択科目〕

科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ 2～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ 2～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ 2～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。

法学既修者として入学した者
〔必修科目〕
　入学試験における法律科目試験及び履修免除試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必
修科目）がある場合は、当該科目を履修すること。法律科目試験及び履修免除試験の科目と履修を免除され
ないＡ群基礎科目（必修科目）の対応関係は下記のとおりとする。
法律科目試験・履修免除試験科目 履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）

憲法 憲法講義Ⅰ、憲法講義Ⅱ、憲法基礎演習Ⅰ、憲法基礎演習Ⅱ

行政法 行政法講義（総論）

刑法 刑法講義Ⅰ（総論）、刑法講義Ⅱ（各論）、刑法基礎演習Ⅰ、刑法基礎演習Ⅱ

商法 商法講義Ⅰ、商法講義Ⅱ

刑事訴訟法 刑事訴訟法講義

民事訴訟法 民事訴訟法講義

〔選択科目〕
科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ 1～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ 1～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ 1～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。
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履修方法（2017年度生）

・法学未修者として入学した者
　必修科目68単位、選択科目34単位以上、合計102単位以上を履修すること。
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 36

68

102

Ｂ群 ６
Ｃ群 26

選択科目

Ａ群 ２類

34

Ｃ群 １類 ２以上
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群
Ｄ群 12以上Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類

・法学既修者として入学した者
　必修科目68単位、選択科目34単位以上、合計102単位以上を履修すること。
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）のうち、32単位（行政法・商法受験型）もしくは
30単位（民訴法・刑訴法受験型）を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、下記の単位数以
上を履修すること。ただし、履修免除試験の成績により履修を免除されたＡ群基礎科目（必修科目）がある
場合は、当該科目の単位をＡ群単位から除くものとする。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目36単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目38単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）32単位（行政法・商法受験型）もしくは30単位（民
訴法・刑訴法受験型）のうち、特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修を免除されなかった
科目がある者は、当該科目の単位及び下記の単位数以上を履修すること。ただし、履修免除試験の成績によ
り履修を免除されたＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、当該科目の単位を下記の単位から除くものと
する。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目36単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目38単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 36

68

102

Ｂ群 ６
Ｃ群 26

選択科目

Ａ群 ２類

34

Ｃ群 １類 ２以上
２類

Ｂ群

28以上

Ｄ群 12以上Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類
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履修条件一覧表（2016年度生）

法学未修者として入学した者
〔選択科目〕

科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ 2～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ 2～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ 2～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。

法学既修者として入学した者
〔必修科目〕
　入学試験における法律科目試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎科目（必修科目）がある
場合は、当該科目を履修すること。法律科目試験の科目と履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）の
対応関係は下記のとおりとする。

法律科目試験 履修を免除されないＡ群基礎科目（必修科目）

憲法 憲法講義Ⅰ、憲法講義Ⅱ、憲法基礎演習Ⅰ、憲法基礎演習Ⅱ

行政法 行政法講義（総論）

刑法 刑法講義Ⅰ（総論）、刑法講義Ⅱ（各論）、刑法基礎演習Ⅰ、刑法基礎演習Ⅱ

商法 商法講義Ⅰ、商法講義Ⅱ

刑事訴訟法 刑事訴訟法講義

民事訴訟法 民事訴訟法講義

〔選択科目〕
科　　　目　　　名 配当年次 履　　　　　修　　　　　条　　　　　件

経済法Ⅱ 1～ 経済法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

労働法Ⅱ 1～ 労働法Ⅰを履修済、または同時に登録すること。

知的財産法Ⅳ 1～ 知的財産法Ⅲを履修済、または同時に登録すること。
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履修方法（2016年度生）

・法学未修者として入学した者
　必修科目68単位、選択科目34単位以上、合計102単位以上を履修すること。
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 36

68

102

Ｂ群 ６
Ｃ群 26

選択科目

Ａ群 ２類

34

Ｃ群 １類 ２以上
２類

Ａ群 １類

28以上

Ｂ群
Ｄ群 12以上Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類

・法学既修者として入学した者
　必修科目68単位、選択科目34単位以上、合計102単位以上を履修すること。
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）のうち、32単位（行政法・商法受験型）もしくは
30単位（民訴法・刑訴法受験型）を修得したものとみなされ履修を一括免除された者は、下記の単位数以
上を履修すること。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目36単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目38単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　＊�法学未修者１・２年次配当のＡ群基礎科目（必修科目）32単位（行政法・商法受験型）もしくは30単位（民
訴法・刑訴法受験型）のうち、特定分野の科目の単位を修得したものとみなされず履修を免除されなかった
科目がある者は、当該科目の単位及び下記の単位数以上を履修すること。

　　【行政法・商法受験型】
　　　必修科目36単位（Ａ群４単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　　【民訴法・刑訴法受験型】
　　　必修科目38単位（Ａ群６単位・Ｂ群６単位・Ｃ群26単位）、選択科目34単位以上を履修
　＊選択科目については、下表「修了に必要な単位（最少）数表」に示す最低必要単位数以上を履修すること。

修了に必要な単位（最少）数表
科目群 最低必要単位数

必修科目
Ａ群 36

68

102

Ｂ群 ６
Ｃ群 26

選択科目

Ａ群 ２類

34

Ｃ群 １類 ２以上
２類

Ｂ群

28以上

Ｄ群 12以上Ｅ群
Ｆ群 ２以上 ６以上Ｇ群 ２以上

Ｈ群 １類 ４以上
２類
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年次別最高（最低）登録単位数
　⑴　�年間の登録単位数は、以下の単位数を限度とし、かつ、１学期（春学期または秋学期）の登録単位数

は、22単位を限度とする。ただし、法学未修者３年次、法学既修者２年次については、１学期（春�
学期または秋学期）の登録単位数は25単位を限度とする。

第１年次 第２年次 第３年次
法学未修者として入学した者 42単位 36単位（注２） 44単位
法学既修者として入学した者 36単位（注１） 44単位

（注1）�法学既修者については、入学試験における法律科目試験の成績により、履修を免除されなかったＡ群基礎
科目（必修科目）がある場合、第１年次に限って、当該科目の単位分について（６単位が上限）、36単位を
超えて登録することができる。

（注2）�法学未修者１年次から２年次に進級した者で、再履修が必要なＡ群基礎科目（必修科目）がある場合は、
当該科目について４単位を上限として、36単位を超えて登録することができる。

　⑵　１学期（春学期または秋学期）の最低登録単位数は１単位とする。
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新旧課程科目対照表

2022年度生 2021年度生
2020年度生

2019年度生
2018年度生

2017年度生
2016年度生

科目名 科目名 科目名 科目名

商法演習Ⅰ 商法演習Ⅰ 商法演習 商法演習

捜査・公判法Ⅰ 捜査・公判法

捜査・公判法Ⅱ 刑事訴訟法特講

外国法実地研修Ａ 外国法実地研修Ａ 外国法実地研修Ａ

外国法実地研修 外国法実地研修Ｂ 外国法実地研修Ｂ 外国法実地研修Ｂ
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交通機関の不通と暴風警報・特別警報発表に伴う
授業・試験の実施について（司法研究科）

　交通機関が不通の場合および暴風警報、特別警報が発表された場合、授業ならびに試験の実施については、
以下の措置をとります。

Ⅰ．交通機関の不通（原因の如何を問わず）の場合
・以下のいずれかに該当する交通機関の不通が発生した場合、発生時の次の講時からその日の授業・試験
の一部あるいは全部についてその実施を中止します。

・その後の授業・試験の開始等措置は、以下の表のとおり、開通時刻により開始講時を決定します。�
（早朝からの不通が６時30分までに開通した場合は、平常通り授業を実施します。）
・該当交通機関での事故等による一時的な運転見合わせの際には、平常通り授業・試験を実施しますので、
ご注意ください。

１．対象となる交通機関
［今出川校地］
　イ．京都市営バスと地下鉄が同時に全面不通の場合
　ロ．�阪急電車（京都河原町〜大阪梅田間）、京阪電車（出町柳〜淀屋橋間）、近鉄電車（京都〜大和西

大寺間、大和西大寺〜大阪難波間）、JR（神戸〜米原間）のうち、２以上の交通機関が同時に不
通（全面または部分を問わず）の場合

［京田辺校地］
　イ．京都市営バスと地下鉄が同時に全面不通の場合
　ロ．�阪急電車（京都河原町〜大阪梅田間）、京阪電車（出町柳〜淀屋橋間）、近鉄電車（京都〜大和西

大寺間、大和西大寺〜大阪難波間）、JR（神戸〜米原間、木津〜京橋間）のうち、２以上の交通
機関が同時に不通（全面または部分を問わず）の場合

　ハ．近鉄電車（京都〜大和西大寺間）が全面不通の場合
２．交通機関開通時刻と授業開始講時

開　　通　　時　　刻 授業開始講時
６時30分までに開通 １講時から実施
６時31分から10時30分までに開通 ３講時から実施
10時31分から15時30分までに開通 ６講時から実施
15時31分以後に開通 全 講 時 休 講

３．交通機関開通時刻と試験開始講時
開　　通　　時　　刻 授業開始講時

６時40分までに開通 １講時（９時30分）から実施
６時41分から10時10分までに開通 ２講時（13時00分）から実施
10時11分から12時40分までに開通 ３講時（15時30分）から実施
12時40分から14時40分までに開通 ４講時（17時30分）から実施
14時41分以後に開通 全講時実施しない

Ⅱ．暴風警報あるいは特別警報発表の場合
・以下の区域において暴風警報あるいはなんらかの特別警報が発表された場合、発表時の次の講時からそ
の日の授業・試験の実施を中止します。

・ただし、発表された時点で、すでに実施中あるいは開始直前の授業・試験については、警報の緊急性等



を考慮の上で、大学がその中止を判断します。
・特別警報が発表された場合、該当地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。警
報発表地域にいる学生は、各自、ただちに命を守る行動をとってください。特別警報の種類は問いません。
　ただし、特別警報発表時に大学構内にいる学生は、大学の指示に従って行動してください。また自宅や
通学中の学生で特別警報が発表された地域にいる場合は、自身の判断により、命を守るために最善と思
われる行動をとってください。

・警報解除の後、危険が回避されたことが確認された場合には、以下の表のとおり、警報解除時刻により
授業開始講時を決定します。それ以外の場合は、状況判断の上、別途指示します。

　（早朝からの警報が６時30分までに解除となった場合は、平常通りの授業を実施します。）

１．警報発表対象地域
・予報一次細分区域における
　京都府南部、大阪府
・予報二次細分区域における
　京都・亀岡、南丹・京丹波、山城中部、山城南部、大阪市、北大阪、東部大阪、南河内、泉州

■�警報・注意報が市町村を対象区域として発表される※ようになっていることから、以下の表に示�
す市町村のいずれかに警報が発表された場合は、該当の予報二次細分区域に警報が発表されたもの
として、授業・試験の実施は中止します。

　※�テレビやラジオの放送では、これまでどおり「市町村をまとめた地域の名称」で発表される場合
があります。
京都府南部

予報二次細分区域 市町村
京都・亀岡 京都市、亀岡市、向日市、長岡京市、大山崎町
南丹・京丹波 南丹市、京丹波町

山城中部
宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、久御山町、�
井手町、宇治田原町

山城南部 木津川市、笠置町、和束町、精華町、南山城村

大阪府

予報二次細分区域 市町村
大阪市 大阪市

北大阪
豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、�
摂津市、島本町、豊能町、能勢町

東部大阪
守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、�
門真市、東大阪市、四条畷市、交野市

南河内
富田林市、河内長野市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、�
大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村

泉州
堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、�
和泉市、高石市、泉南市、阪南市、忠岡町、熊取町、�
田尻町、岬町



２．警報解除時刻と授業開始講時
　警報が解除される時間帯によって、以下のとおり授業を実施します。

警　報　解　除　時　刻 授業・試験開始講時
６時30分までに解除 １講時から実施する。
９時30分までに解除 １・２講時は実施しない。３講時から実施する。
14時30分までに解除 １〜５講時は実施しない。６講時から実施する。
14時31分時点で警報が発表中 全講時実施しない。

３．警報解除時刻と試験開始講時
　警報が解除される時間帯によって、以下のとおり試験を実施します。

開　　通　　時　　刻 授業開始講時
６時40分までに解除 １講時（9時30分）から実施する。
10時10分までに解除 ２講時（13時00分）から実施する。
12時40分までに解除 ３講時（15時30分）から実施する。
14時40分までに解除 ４講時（17時30分）から実施する。
14時41分時点で警報が発表中 全講時実施しない。

Ⅲ．�Ⅰ、Ⅱにかかわらず、授業・試験を行うことが困難あるいは危険であると学長が判断した場
合、休講・中止とすることがあります。

Ⅳ．�試験期間中にこの措置が適用された場合、当該試験の実施に関しては、必要に応じて
大学HP、DUETあるいは学内掲示板等を利用して案内します。

Ⅴ．�特別警報、暴風警報等の発表時には、必要に応じ、大学HP、DUET あるいは
学内掲示板等を利用して、大学から学生に対して連絡を行います。

　大学HP、DUET等を確認するようご留意ください。� 以上




